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脇
息

和欝
長

田

土
日

衛

希
里
と
未
来
へ
の
扉
を
開
く

私
が
、
3
期
日
の
町
政
運
営
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
『
創
造
と
飛

躍
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
1
年
半
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
行
財
政
改
革
を
最
重
要
課
題
と
し
て
、
人
件
費
の
削
減
、

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
歳
出
削
減
、
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し

た
忠
岡
病
院
の
再
編
統
合
、
忠
岡
町
開
発
協
会
の
解
散
な
ど
、
様
々
な

行
政
課
題
に
つ
い
て
大
き
な
前
進
を
み
る
こ
と
が
で
き
、
財
政
で
は
3

年
連
続
で
単
年
度
黒
字
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
る
も
の
と
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
、
昭
和
1
4
年
1
0
月
1
日
に
町
制
を
施
行
し
7
5
年
、
忠

岡
村
誕
生
か
ら
数
え
ま
す
と
1
2
5
年
と
い
う
佳
節
を
迎
え
ま
す
。
こ

れ
ま
で
に
町
政
の
発
展
の
た
め
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
諸
先
輩
各

位
の
ご
苦
労
と
ご
努
力
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
次
の
世
代

に
語
り
継
ぐ
べ
き
こ
と
を
大
切
に
し
な
か
ら
、
希
望
と
未
来
へ
の
扉
を

開
く
1
年
に
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
教
育
と
福
祉
の
充
実
は
何
よ
り
重
要
な
課
題
で
あ

り
ま
す
。
教
育
環
境
整
備
で
は
、
東
忠
岡
小
学
校
新
校
舎
の
完
成
を
以

て
、
小
・
中
校
舎
の
耐
震
化
1
0
0
％
を
達
成
す
る
と
と
も
に
、
中
学

校
の
完
全
給
食
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
、
保
育
等
の
一
体
的
な
取
り
組
み
と
、

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
る
た
め
、
幼
・
保
の
連
携
・
一
体
化
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

住
民
福
祉
で
は
　
「
支
え
あ
う
ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま
ち
」
を
合
言
葉
と

し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
と
り
わ
け
今
年
度
は
新

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
完
成
も
予
定
さ
れ
て
お
り
、
住
民
と
各
福
祉
団

体
の
参
画
を
得
な
が
ら
、
健
康
福
祉
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

景
気
は
明
る
い
兆
し
を
見
せ
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
い
ま
だ
地
方

公
共
団
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も

防
災
・
減
災
対
策
を
図
り
な
が
ら
、
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
基

盤
に
、
教
育
環
境
の
整
備
、
住
民
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
み
、
『
文
教
住

宅
都
市
』
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

住
民
み
な
さ
ま
に
は
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



主寄主

山野正夫団長

忠岡町消防団は昭和22年

に結成、現在、団長以下39

名で組織され、消防車2台
・小型動力ポンプ積載車2

台・指揮広報車1台を保有
し、災害時には消防本部と

ともに活動しています。

団では、毎月第三日曜日
に定例all練を実施する中、年間計画に基づ

いて活動し、消防本部と一致団結して一朝

有事に備えています。
その他にも、春秋の全国火災予防運動期

間中に火災予防巡行宣伝を実施するなど、
忠岡町全地区で結成された自主防災組織へ

の指導も積極的に行い、地域に密着し

た消防団として活動しています。

l＿　　l■t

亡・ミ＿

基礎訓練

自主防災組織への指導

遠望熱意、、

■一二．‾ノ

総務省消防庁より

小型動力ポンプ（B－2級）

積載型車両の

無償貸付により配置

2）

火事と救急は

あわてず119番
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防災講演会を開催！
2月28日、ふれあいホールで開催され

た防災講演会では、吉本興業の芸人たち

による防災劇場が行われました。

当日は約150名の町民が集まり、笑

って楽しく防災について学びました。

防　災　講　演　奈

地区別団員数

高月　北 ���ﾂ�

高月　南 店���ﾂ�

北　　出 滴���ﾂ�

馬　　瀬 嶋���ﾂ�

中　　央 �(���ﾂ�

青　　空 滴���ﾂ�

束　　区 滴���ﾂ�

西　　区 滴���ﾂ�

両　　区 ���ﾂ�

北　　区 塗���ﾂ�

年

　

間

　

行

　

事

1
月
　
消
防
出
初
式

2
月
　
定
例
訓
練
（
ポ
ン
プ
車
操

法
訓
練
・
普
通
救
命
講
習
会

等）

3
月
　
春
の
火
災
予
防
運
動
巡
行

宣
伝
・
大
阪
府
定
例
表
彰
式

4
月
　
訓
練
指
導
研
修
・
定
例
訓

練

5
月
　
基
礎
　
（
初
任
）
教
育
訓
練

輌
穣

●
．
．
．
．
．
．
．
′

・
初
級
幹
部
科
研
修

・
定
例
訓
練

6
月
　
自
主
防
災
会
へ
の

防
火
指
導

7
月
　
定
例
訓
練
（
地
水

利
調
査
・
実
践
訓
練

等
）
・
大
阪
の
消
防

大
賞
表
彰
式

8
月
　
支
部
総
合
訓
練

9
月
　
大
阪
府
消
防
大
会

・
消
防
操
法
訓
練
大

会
・
忠
岡
町
防
災
訓

練●

1
0
月
　
中
級
幹
部
科
研
修
・
定
例

訓
練
　
（
ポ
ン
プ
車
操
法
訓
練

・
地
水
利
調
査
等
）

1
1
月
　
上
級
幹
部
科
研
修
・
秋
の

火
災
予
防
運
動
巡
行
宣
伝

1
2
月
　
定
例
訓
練
　
（
ポ
ン
プ
車
操

法
訓
練
）
・
歳
末
特
別
警
戒

あ
な
た
の
入
団
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す

●
消
防
団
へ
の
入
団
促
進

消
防
団
は
、
本
業
を
持
ち
な
が

ら
、
地
域
の
安
全
と
安
心
を
守
る

た
め
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を

図
る
た
め
に
消
防
団
員
の
入
団
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

【
間
】
忠
岡
町
消
防
本
部
　
総
務

課
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βlるさと忠岡応接寄付
「ふるさと忠岡応援寄付」

は、個人の方が忠岡町に寄付

を行った場合に、寄付金のう

ち2000円を超える部分に

ついて一定の限度額まで、そ

一定限度額まで

自己負担2000円

でご寄付ができます

の年の所得税と、翌年度の住

民税の減額により全額返還される制度です。確定申告を行

っていただくことにより、税の減額を受けることができま

す。実質自己負担が2000円ですむための寄付額の上限は、

概ね個人住民税の年間額の1～2割が目安となります。

■詳しくは、「ふるさと忠岡応援寄付金」ホームページをご

覧ください。（http：／／www．town．tadaoka．osaka．jp／）

※企業などの法人から地方公共団体へのご寄付は、法人税

法により、全額損金扱いとなります。

《寄付金の使途》
寄付金は、忠岡町をますます元気にするための次の4つ

の事業のうちから、皆さまが特に応援したい事業を指定し

ていただくことができます。

①住民の福祉に関する事業　②公共施設の整備事業

③国際交流事業　　　　　　④左記以外の町の施策全般

【間】秘書政策課　℡22－1122

★寄付の流れ

日■自　重
（3）　No．570　2014．41

正木記念邸母屋など3件が

国の登録有形文化財に
1949年に建築された正木記念邸は、正木美術

館敷地内にあり、現在は展覧会に伴う講演会や

ワークショップなどに使われています。

本町に

サージカ／Lマスク
350．000撒

FEP株式会社株（大阪市中央区）より、サ
ージカルマスク35万枚をご寄贈いただきまし

た。　　　　　　▼3月19日・シビックセンター

忠
岡
の
名
を
全
国
に
〃

～
3
年
ぶ
り
7
回
目
～

ノ場

忠
岡
ボ
ー
イ
ズ



臨時福祉給付金（簡素な給付措置）及び

子育て世帯臨時特例給付金のお知らせ

臨時福祉給付金（簡素な給付措置）

臨時福祉給付金（簡素な給付措置）とは…平成26年4

月から消費税率が8％に引き上げられたことから、

所得の低い方への負担の影響に配慮し、臨時的な措

置として「臨時福祉給付金」を支給する予定です。

給付対象者…平成26年1月1日に本町の住民基本台帳

に登録されている方で、平成26年度分の町民税（均

等割）が課税されない方が対象です。ただし、市町

子育て世帯臨時特例給付金

村民税（均等割）が課税される方の扶養親族や、

生活保護制度の被保護者となっている場合などは

対象外です。

給　付　額…給付対象者1人につき　1万円

（老齢基礎年金、障害基礎年金、遺族基礎年金、

児童扶養手当、特別障害者手当などの受給者の方

はさらに5千円を加算）

【間】いきがい支援課

子育て世帯臨時特例給付金とは・・・平成26年4月から消

費税率が8％へ引き上げられたことから、子育て世

帯の影響を緩和し子育て世帯の消費の下支えを図る

観点から、臨時的な給付措置として行うものです。

また、児童手当の上乗せではなく、臨時福祉給付金

（簡素な給付措置）と類似の給付金として、これと

併給調整をして支給するものです。

支給対象者…基準日（平成26年1月1日）における平

成26年1月分の児童手当（特例給付を含む）の受給

者であって、その平成25年の所得が児童手当の所

得制限額に満たない方に支給します。

対象児童…支給対象者の平成26年1月分の児童手

当（特例給付を含む）の対象となる児童を基本と

します。ただし、臨時福祉給付金（簡素な給付措

置）の対象者及び生活保護制度の被保護者等は対

象外です。

給　付　額…対象児童1人につき　1万円

【間】子育て支援課

2つの給付金支給準備中です。申請・手続き方法などが決定次第お知らせします。

■ll■－ll■－l
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町
で
は
、
納
付
者
の
利
便
性
の

向
上
の
た
め
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
税
金
な
ど
の
納
付
が
で
き

る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
納
付
書

に
記
載
の
金
融
機
関
や
役
場
窓
口

に
加
え
、
平
成
2
6
年
4
月
以
降
発

行
の
納
付
書
か
ら
、
全
国
の
コ
ン

ビ
ニ
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

納
付
に
あ
た
っ
て
次
の
コ
ン
ビ

ニ
で
あ
れ
ば
、
全
国
ど
こ
の
店
舗

で
も
手
数
料
な
し
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

●
主
な
取
扱
い
コ
ン
ビ
ニ

サ
ー
ク
ル
K
・
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

・
サ
ン
ク
ス
・
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
・
ロ
ー
ソ
ン
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

マ
ー
ト

※
右
記
以
外
に
も
納
付
で
き
る
コ

ン
ビ
ニ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
納
付
書
の
裏
面
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
納
付
で
き
る
税
金
な
ど

町
府
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
料

・
介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
・
保
育
所
保
育
料

・
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

●

便
利
で
確
実
な
口
座

振
替
も
ご
利
用
く
だ

さいー・
・
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金

・
留
守
家
庭
児
童
学
級
会
費
・

町
立
幼
稚
園
入
園
料

コ
ン
ビ
ニ
納
付
を

ご
利
用
の
際
は

ご
確
認
く
だ
さ
い
！

★
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
の
は

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
刷
さ
れ
て
い

る
納
付
書
の
み
で
す
。
バ
ー
コ

ー
ド
部
分
が
破
れ
て
い
る
も
の

や
、
汚
れ
て
い
る
も
の
な
ど
、

バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い

も
の
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

（
平
成
2
6
年
3
月
末
ま
で
に
発

行
さ
れ
た
納
付
書
は
コ
ン
ビ

ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
）

★
金
額
が
訂
正
さ
れ
た
納
付
書
や

納
付
書
1
枚
の
金
額
が
3
0
万
円

を
超
え
る
場
合
は
、
コ
ン
ビ
ニ

で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
税
金
等
だ

納
付
で
き
る
よ
う
た
な
り
ま
す
ー
・
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『乳幼児医療襲助成』が

『子ども医療費助成』に名称が変わり

医療費助嘩制度の対象者が拡大されます
平成26年10月診療分より子とも医療費助成制度の対象者が

次のように改正されます。

★入院・通院とも所得制限はありません。
○一部自己負担金について

・1医療機関あたり入院・通院各500円まで／1日

（月2日限度）
・対象者一人あたり1ヶ月負担限度額　2，500円

【申請が必要な方】小学校3年生までの児童の保護者（現在

就学前の子どもさんで、乳幼児医療証をお持ちの方も更

新の申請が必要です。）

※生活保護受給中、障害者医療、ひとり親家庭医療等の他

区　　分 兌ﾙ�ﾃ#iD纔ﾈ��平成26年10月 
診療分まで ��i|9Zｨ*�.r�

通　　　院 傅ﾈｧxﾕｨ��ｧy���小学校3年生 

医　療　費 倬�����;b�児　　童 

入院及び 入院時 食事療養費 傅ﾈｧxﾕ｣iD��b�中学校3年生 

児　　童 倬�����;b�

の公費の医療助成を受けている子どもさんは、子ども医療費助成制度の対象にはなりません。

※申請が必要な方には9月下旬頃に個別に通知します。広報9月号で詳しくお知らせします。

【間】子育て支援課　℡22－1122

卓磨ほお眉易ですガ？ お問い合わせ先

各担当課
℡22　1122

制　　　度　　　名 ��x������7�������,ﾈ������>�������vR�

ひとり親家庭医療費 ■■ ∇く＞ ⊂1 【担】すこやか推進課（内253） ����ﾉ���ｲ�・18歳に到達した年度末日までの子とその親の入・通院 
・母子家庭・父子家庭、両親のいない子と養育者 

②所得制限 
※児童扶養手当（一部支給）の所得制限を準用 

2人（扶養親族等の数）268万円未満（収入ベース403万円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり入・通院各500円まで／1日（月2日限度） 
・対象者1人あたり1ヶ月負担限度額2500円 

（2500円を超える場合は、別途申請により償還払い） 

障害者医療 ��禰��ﾉ���ｲ�・1～2級の身体障害者手帳所持者（児）・重度の知的障害者（児） 
・中度の知的障害者で、身体障害者手帳所持者（児） 

十 ��Y(i7���8,ﾉ&ﾙ4���･��(,ﾉ?ﾈ�Y,ｨ��自YIX�%8ｾ��
て7 ���;��xﾌ��

トー′ 【担】いさかい支援課（内202・203） ��h��･�ｮ��)D霎����9YH辷ｸｹ.(鉅�ｨ,ﾈ�;��xﾌ�/���w��

本人所得462万円1千円以下（単身の場合・収入ベース645万1千円） 

③一部自己負担額 
・1医療機関あたり入・通院各500円まで／1日（月2日限度） 
・対象者1人あたり1ケ月負担限度額2500円 

（2500円を超える場合は、別途申請により償還払い） 

老　人　医　療 ����ﾉ���ｸ�X�X��･��(�9|8�h�X-�,h.��X彿.ｸ�9|8�h,ﾉ���ｸ�"�（所得制限については、上記それぞれの医療のとおり） 

一部負担金 ��Y<�.壱隲9���ｸ�(��ｫI�X�,ﾉuﾉf姐�-�ｫI�X�,ﾈｫ8�(,���+x.�9|8,亊h+x.��
法律に基づく結核、自立支援（精神通院）に関する法律に基づく医療を 

等一部助成 假8*�,H*(.倆(�傀ｩ;��xﾌ���gｹ�ﾈ�;�#S冓ﾈ苓決岑�c)�ﾉ�)���｢�②一部自己負担額 

（65歳以上） ��S��9|8ｴ�ｭh*�+ﾘ.�?ﾈ�Y,ｨ��ｦSS��苓-ﾈ,X���?ｨ�佇�)?ｨﾌ�7��｢�・弄　　1人あたり1ヶ　　担限　′　2500円 

【担】保　険　課（内221・222） ���#S��苓/�+H*h.��ｨﾘx,ﾘ��¥ｩ7)�ﾉ��,�.h.飲隴)ZX*(�｢�
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65歳以上の方の介護 兢ｸﾊ��,�,(*(,B�

平成26年度の介護保険料は、本年4月1日現在の世帯状

況と本人や世帯員の前年の所得などをもとに、7月に所得

段階が確定します。

なお、確定するまでは、暫定的に平成25年度と同じ段階

区分の保険料をもとに、仮算定した額でご納付いただきま

す。

※年額は7月に「介護保険料納入通知書」でお知らせします。

①既に年金から天引きされている方

2月と同じ保険料額を4月・6月・8月の年金支給時に

天引きします。

※「介護保険料　仮徴収額通知書」は送付しませんのでご了

承ください。

②年金からの天引きが開始される方

介護保険料を納付書または口座振替によりご納付されて
いた方のうち、年金保険者から通知のあった方については

年金からの天引きを開始します。対象者の方には、4月上

旬に「介護保険料　仮徴収額通知書」を送付します。

※①②の方の保険料は、所得段階が確定後、8月の年金の支

給時に差額を調整することがあります。

③納付書または口座振替でご納付いいただく方

65歳に到達した方や、年金から天引きできない方は、納

付書または口座振替でご納付いただきます。

既に65歳の方は、4月上旬に「介護保険料仮徴収額通

知書」を、4月以降の年度途中に65歳に到達される方は、

年齢到達の翌月中旬頃（※4月から6月に65歳に到達され

る方は、7月または8月上旬）までに「介護保険料納入通

知書」を送付します。

誕　生　日 兌ﾙ�ﾃ#iD紿ﾈ��平成26年5月 
窓口負担分 ��ｸﾏｹX�%9Z｢�

昭和19年 ����ｨB�1　割 

3月31日まで ���<�~��ｹ'X�｢�（特例措置） 

昭和19年4月1日 ����ｨB�1　割 
（特例措置） ���<�~��ｹ'X�｢�

昭和19年4月2日 ～5月1日 �8��ｨB�2　割 
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平
成
2
6
年
4
月
よ
り
、
新
た
に

7
0
歳
に
な
ら
れ
る
方
　
（
誕
生
日
が

昭
和
1
9
年
4
月
2
日
以
降
の
方
）

の
窓
口
負
担
割
合
は
、
誕
生
月
の

翌
月
（
1
日
生
ま
れ
の
方
の
み
誕

生
月
）
　
以
降
2
割
と
な
り
ま
す
。

す
で
に
7
0
歳
に
な
ら
れ
た
方

（
誕
生
日
が
昭
和
1
9
年
4
月
1
日

ま
で
の
方
）
　
の
窓
口
負
担
割
合

は
、
特
例
措
置
に
よ
り
、
1
割
に

据
え
置
か
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
現
役
並
み
所
得
者
の

方
は
、
い
ず
れ
の
場
合
も
窓
口
負

担
割
合
は
3
割
と
な
り
ま
す
。

【
間
】
保
険
課

麻
馴
帯
笛
停
委
員
に
よ
る
民
事
調
停
手
続
樹
蘭
瀞

介
護
保
険
料
の
減
免
に
つ
い
て

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、

介
護
保
険
料
の
減
免
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

【
対
象
者
】
平
成
2
6
年
度
の
介
護

保
険
料
の
段
階
が
第
3
ま
た
は

第
4
段
階
の
人
で
以
下
の
①
～

④
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

①
世
帯
の
年
間
収
入
が
次
の
額
以
下

世
帯
人
数
1
人
…
1
2
0
万
円

2
人
…
1
7
4
万
円

※
以
降
は
1
人
増
え
る
ご
と
に
5
4

万
円
を
加
算

②
減
免
申
請
者
が
他
の
世
帯
に
属

す
る
者
の
税
ま
た
は
医
療
保
険

の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い

こ
と
。

③
居
住
用
以
外
の
処
分
可
能
な
土

地
ま
た
は
家
屋
を
所
有
し
て
い

な
い
こ
と
。

④
銀
行
預
金
等
　
（
含
む
国
債
・
地

●

方
債
）
の
元
本
の
合
計
額
が
3

5
0
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

【
減
免
額
】
申
請
月
か
ら
介
護
保

険
料
第
3
ま
た
は
第
4
段
階
を

第
2
段
階
の
額
に
減
免

こ
れ
ら
以
外
に
、
災
害
や
世
帯

の
生
計
を
主
と
し
て
維
持
す
る
者

の
死
亡
、
失
業
等
で
、
収
入
が
著

し
く
減
少
し
た
場
合
な
ど
、
保
険

料
の
徴
収
猶
予
や
減
免
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
窓
口
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
間
】
　
い
き
が
い
支
援
課

交
通
事
故
・
貸
金
・
土
地
建
物

明
渡
・
賃
料
給
料
不
払
・
近
隣
ト

ラ
ブ
ル
・
損
害
賠
償
な
ど
紛
争
の

内
容
を
聞
き
取
り
、
調
停
の
利
用

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
調
停
手

続
き
を
説
明
し
ま
す
。

〔
日
　
時
〕

①
4
月
2
3
日
　
（
水
）
　
1
3
時
～
1
6
時

②
5
月
2
8
日
　
（
水
）
　
1
3
時
～
1
6
時

〔
会
　
場
〕

①
岸
和
田
市
浪
切
ホ
ー
ル

4
階
　
第
2
会
議
室

②
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
南
棟

●

2
階
　
相
談
室
4
号

〔
申
　
込
〕
　
当
日
会
場
で
受
付

〔
費
　
用
〕
　
無
　
料

【
間
】
大
阪
民
事
調
停
協
会

℡

0

6

・

6

3

6

3

・

3

0

9

1

町
の
無
料
法
律
相
談

4
月
2
3
日
　
（
水
）

・
当
日
9
時
よ
り
電
話
予
約

・
先
着
6
名
（
相
談
は
午
後
よ
り
）

【
間
】
人
権
広
報
課

℡

2

2

・

1

1

2

2



4日より補助内容ガー変わります！

この機芸に耐茫

診断をぜひ受け

ましょう〃
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耐
震
改
修
補
助
金
増
額

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
補
助
新
設

定
額
7
0
万
円
に
増
額
、
所
得
に

よ
っ
て
は
9
0
万
円
補
助

補
助
対
象
拡
充

改
修
後
の
建
物
の
強
さ
（
評
点
）

は
一
応
倒
壊
し
な
い
と
言
わ
れ

る
1
・
0
を
目
標
と
す
る
が
、

診
断
の
結
果
倒
壊
の
可
能
性
が

高
い
評
点
0
・
4
未
満
の
住
宅

に
つ
い
て
、
一
時
的
な
措
置
と

し
て
評
点
0
・
・
㌧
7
以
上
ま
で
高

ぬ
る
も
の
も
対
象
。

公
的
試
験
機
関
等
で
評
価
を
受

け
た
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

工
事
に
対
し
補
助
（
補
助
金
額

は
改
修
補
助
と
同
じ
）

・
屋
外
に
面
し
、
直
接
避
難
で
き

る
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
防
災
ベ
ッ
ド
等
は
、
補
助
の
対

象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

◆
ま
ず
耐
震
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

木
造
住
宅
　
（
延
床
1
0
0
2
m
）

の
場
合
、
費
用
の
9
割
補
助
。

自
己
負
担
の
目
安
は
5
千
円
。

◆
診
断
を
受
け
た
ら

耐
震
補
強
設
計
を
！

設
計
を
行
う
と
工
事
内
容
と
概

算
費
用
が
わ
か
る
の
で
安
心
で

す
。
補
助
は
定
額
1
0
万
円
（
た

だ
し
3
割
は
自
己
負
担
）
。
自

己
負
担
の
目
安
は
5
万
円
。

◆
耐
震
補
強
で
安
全
な

住
宅
に
し
ま
し
ょ
う
！

補
助
は
定
額
7
0
万
円
　
（
所
得
に

よ
っ
て
は
9
0
万
円
）
　
固
定
資
産

税
の
控
除
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
昭
和
5
6
年
5
月
3
1
日
以
前
に
建

築
確
認
を
受
け
て
建
築
さ
れ
た

住
宅
が
対
象
で
す
。

ご
存
知
で
す
か
？

忠
岡
町
職
業
能
力

開
発
奨
励
補
助
制
度

忠
岡
町
で
は
、
住
民
の
方
々
が

自
ら
職
業
能
力
の
開
発
及
び
技
能

の
向
上
を
図
る
た
め
に
技
能
講
習

会
等
を
自
費
で
受
講
し
た
と
き
に

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
講
座

①
大
阪
府
が
実
施
す
る
テ
ク
ノ
講
座

②
大
阪
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

が
実
施
す
る
A
ワ
ー
ク
講
習
会

⑧
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
教
育

訓
練
給
付
制
度
の
対
象
事
業
で

そ
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
方

補
助
対
象
者

町
内
に
居
住
す
る
就
職
困
難
者

（
障
が
い
の
あ
る
方
、
母
子
・

父
子
家
庭
、
中
高
年
齢
者
）
、

求
職
中
の
人
。

補

助

限

度

額

　

　

　

　

　

2

万

円

申
請
期
限
　
受
講
後
3
か
月
以
内

【
間
】
役
場
4
階
　
産
業
振
興
課

「
億
．
儒
儀
l

毎
週
火
・
金
　
1
3
時
～
1
6
時

※
当
日
直
接
、
役
場
4
階
産
業
振

興
課
ま
で
。

新
規
学
卒
者
を
採
用
さ
れ
た

企
業
の
み
な
さ
ま
へ

忠
岡
町
新
規
学
卒
就
職
者
激
励

委
員
会
　
（
町
内
企
業
、
忠
岡
町
、

商
工
会
で
構
成
）
　
で
は
、
毎
年
忠

岡
町
内
事
業
所
に
就
職
さ
れ
た
新

規
学
卒
者
に
就
職
応
援
記
念
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
忠
岡
町
の
企
業
に
新
し
く
社
会

人
と
し
て
就
職
さ
れ
た
皆
様
を
歓

迎
し
応
援
す
る
た
め
実
施
し
て
い

る
も
の
で
す
。
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
実

施
は
該
当
者
把
握
の
関
係
上
5
月

中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
該
当

す
る
方
が
あ
り
ま
し
た
ら
委
員
会

ま
で
企
業
名
、
氏
名
、
性
別
等
を

ご
連
絡
　
（
登
録
）
　
く
だ
さ
い
。

登
録
締
切
　
4
月
1
4
日
（
月
）

【
間
】
忠
岡
町
商
工
会

（
激
励
委
員
会
事
務
局
）

T

E

L

　

3

3

・

3

2

0

8

F

A

X

　

3

2

・

4

8

8

0

町
の
『
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
』

加
入
促
進
補
助
制
度

国
の
　
『
中
退
共
』
　
へ
の
加

入
促
進
を
図
る
た
め
、
加
入

事
業
者
に
対
し
て
、
そ
の
掛

け
金
の
一
部
を
補
助

★
対
　
象
　
『
中
退
共
』
　
に
加
入

（
事
業
主
負
担
）
し
、
常
時
雇

用
す
る
従
業
員
が
3
0
人
以
下

の
町
内
の
事
業
所

★
交
付
期
間
・
交
付
割
合

事
業
所
が
契
約
し
た
日
の
属

す
る
月
か
ら
3
年
間
　
（
3
6
ケ

月
）
、
掛
金
の
2
5
％
　
（
1
人

当
た
り
月
額
2
5
0
円
が
限

度
）
　
を
補
助

★
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合
、
納

付
し
た
掛
け
金
の
内
訳
書
を
添

え
て
4
月
1
8
日
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
　
（
毎
年
4
月
～

翌
年
3
月
の
1
年
単
位
）

’
申
請
書
類
は
役
場
4
階
『
産
業

振
興
課
』
　
で
配
布
。

【
問
】
産
業
振
興
課

℡

2

2

・

1

1

2

2



123億970万1千円（対前年度比7．4％増）

うち一般会計　69億7，900万円（実質ベース11．0％増）

●

【平成26年度予算の主な施策】
【新規】忠岡中学校給食棟建築工事

2億2．366万円

平成27年度から中学校給食を実施できるように給食

施設を建築し、生徒の学力や体力の根幹となる「食」

の充実を図ります。

【新規】忠岡中学校空調機等整備工事

1億2，000万円

中学校内の全教室に空調機を設置するとともに、ト

イレの洋式化を図り、学習環境の向上を行います。

【拡充】乳幼児（子ども）医療費助成事業

4，367万円

子育て施策の充実を図るため、10月1日から、「入

院」は、助成対象を中学校卒業年度末までとし、「通

院」は、小学校3年生修了年度末までに引き上げま

す。（現行［入院］小学校卒業年度末まで［通院］

就学前年度末まで）

別予算額

【新規】健康支援システム導入事業

68万円（5年リース総額880万円）

予防接種、乳幼児健診、成人がん検診のデータを

電子データとして蓄積し、受診台帳の整備と経年的

受診行動を把握して、生涯を通じた住民の健康づく

りを行います。

【新規】防犯カメラ設置費補助金　　220万円

住民が安心して暮らせるまちづくりを推進するた

め、自主的に街頭防犯カメラを設置する自治会に、

設置費用の一部を助成します。

（1事業につき20万円を限度）

【新規】英語体験セミナー開催事業　　80万円

【新規】英語検定受験料補助事業　　　20万円

子どもの英語語学力の向上を図るため、夏休みを

利用して外国人講師とコミュニケーションを図る体

験セミナーを開催します。また、中学生を対象に英

語検定受験料の補助を行います。

（学位．帯偏・％）

会　　計　　名 �26年度 �#YD�7��増減額 ��ﾘﾋ越b�
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

一　般　会　計 �6．979．000 塗�ﾃ#��ﾃ����689，900 ����C��

特．別　会　計 �4部8．110 滴�3��8�3��r�105′003 �(�C"�

因民健康保険事業会計 �(�ﾃ�#8�C塔��1．983′643 鼎��ﾃ33��2．0 

介護保　険会計 ���C3ス�CCC��1．307，453 都x�3涛R�6．0 

後期高齢者医療特別会計 �3�8�3CcB�384′936 ��#��ﾃCs"�△0．4 

下水道事業会計 ���C�#��CCS��1．125．921 ��#H�3Cc"�△0．4 

浜霊園事業会計 �8�CsS��11．154 ��#x�33澱�△66．3 

企　業　会　計 �412，591 �3S��3�#b�53，765 ��X�3��

水道事業会計 鼎�(�CS���358，826 鉄8�CscR�15．0 

全会計合計 �12．309．701 ����3Cc��3�32�848．668 度�CB�

総務費

44，154円

〔55，493円〕

土木費

34，223円

〔35，630円〕

民生費

135，297円

〔108，051円〕

教育費

51，518円

〔25，504円〕

公債費

55，500円

〔52，988円〕

消防費

16，963円

〔16，012円〕

平成26年1月末人口17．851人　　　※〔〕は前年度の－人当たり歳出予算額

衛生費

44，353円

〔47，670円〕

議会費はか

8，950円

〔8，571円〕
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平
成
2
6
年
度
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
前

年
度
当
初
比
1
1
・
0
％
増
の
6
9
億
7
、
9
0
0
万
円
と
な

り
、
特
別
会
計
・
企
業
会
計
を
加
え
た
総
額
は
、
前
年
度

当
初
比
7
・
4
％
増
の
1
2
3
億
9
7
0
万
1
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
増
の
要
因
は
、
中
学
校
給
食
棟
建
築
工

事
、
中
学
校
空
調
機
等
整
備
工
事
及
び
東
忠
岡
小
学
校
第

1
校
舎
撤
去
工
事
な
ど
の
投
資
的
経
費
の
増
、
臨
時
福
祉

給
付
金
及
び
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
よ
る
補
助

垂
等
の
増
や
消
費
税
率
改
定
に
よ
る
歳
出
の
増
な
ど
に
よ

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
増
の
主
た
る
要
因
は
、
国
民
健
康

保
険
会
計
及
び
介
護
保
険
会
計
に
お
け
る
給
付
勇
の
増
な

ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。



町　債　6億1′660万円（8．8％）

歳出予算額の状況　（単位：千円．％）

区　　　分 �#iD�7��25年度 ��ﾘﾋ逢｢�増減率 
予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

人　　件　　真 ���ﾃ3�8�C�c��1．487．830 ��#�sH�3sc��△11．7 

扶　　助　　責 ���ﾃ�3x�CピR�992．666 鼎X�C#���4．6 

公　　債　　垂 涛���3s32�952．358 �3��33sR�4．0 

物　　件　　責 ���3C3��3�cB�1′316．951 ��#��3#�2�9．2 

維持補修責 都��C��2�66，782 滴�ﾃ33��6．5 

補　助　費　等 �#�(�ﾃS#��161，893 ��3��3c#��80．7 

積　　立　　金 釘�4 ���0．0 

繰　　出　　金 ���3�Sh�3�C"�1，038，127 ����3��R�1．7 

貸　　付　　金 塔B�84 ���0．0 

投資及び出資金 ���0 ���0．0 

投資的経費 都c��ﾃ#迭�262′405 鉄�h�Cン��193．2 

予　　備　　垂 ����3����10，000 ���0．0 

合　　　計 塗�C都��C����6，289．100 田��C����11．0 

（9）　No570　2014．4．1

歳入予算額の状況　（単位‥千円．％）

牢　　　分 �26年度 �#YD�7��増減額 ��ﾘﾋ越b�予算額A 冰ﾈ螽ｧ､"�C（A－B） �8��"�

自 主 �*ﾈ�����������R�2．261．565 �(�3#C��C�SR�12．510 ���Cb�
分担金負担金 都h�Cc唐�80′491 ��#8�Cs�2�△4．7 

使用料手数料 �����Ccsb�114．256 ��#8�ﾃS���△3．1 

財　産　収　入 �#(�ﾃイ2�22．835 唐�0．0 

財 源 弍�����Xﾘ����ｾ��5 迭�0 ���C��繰　　入　　金 都Sh�Cc���368．732 �3ベ�C鼎��105．2 

繰　　越　　金 ���1 ���0．0 

諸　　収　　入 田X�CCc"�59．282 塗�ﾃ����10．4 

小　　　計 �8�C#�8�C�3��2月94，657 �3祷�3#s2�13，8 

依 存 財 源 �&饑ｸ�yu��R�38．000 �3(�C����5，200 ��X�C��

利子割交付金 嶋�C3���6．500 ��ﾈ����27．7 

配当割交付金 塗�C3���3，400 �(�C����85．3 

株式等譲渡所得 割交付金 �#(�C����1．100 �#��C����1．900．0 

地方消葺税 交　付　金 �#���C����164．000 �3h�C����22．0 

自動車取得税 交　付　金 嶋�C����16．000 ��#��3����△50．0 

地方特例交付金 ��x�3����18．000 ��#��C����△5．6 

地方交付税 ���CS塗�ﾃ����1．611′000 ��#�H�3#���△0．9 

交通安全対策 特別交付金 滴�C����4，000 ���0．0 

国庫支出金 田Sx�CCSb�504．652 ��S(�3��B�30．3 

府　支　出　金 鉄���Cc�B�381，991 ��#��ﾃc#2�33．7 

町　　　　　債 田�h�3c���651，000 ��#3H�3C���△5．3 

小　　　計 �8�Ccス�ﾃ�s��3′394′443 �#���3c#r�8．6 

総　合　計 �6′979．000 塗�ﾃ#��ﾃ����689．900 ����C��



議会だより
第1回定例会

∑山」二二⊥工二

河野隆子氏　松井秀次氏

森l北和河
＞

村田野

政　　善隆

℡22－1122　　雄　孝臣子
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平
成
2
6
年
第
1
回
定
例
会
が
、

3
月
4
日
に
招
集
、
2
7
日
ま
で
を

会
期
と
定
め
審
議
が
は
じ
ま
り
ま

した。第
1
日
目
と
な
っ
た
4
日
は
、

和
田
町
長
か
ら
新
年
度
の
施
政
方

針
が
表
明
さ
れ
、
各
会
計
の
当
初

予
算
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

先
例
に
よ
り
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
（
委
員
名
は
別
掲
）
が
設

置
さ
れ
付
託
審
査
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

大
阪
府
師
村
議
長
会

会
長
表
彰

地
方
自
治
振
興
発
展
に
貢
献

（
1
0
年
以
上
）

議
決
結
果
一
覧

▼
即
日
可
決
さ
れ
た
も
の

◎
町
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
に

つ
い
て

◎
物
品
購
入
契
約
締
結
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
職
員
用
業
務
パ
ソ
コ
ン

等
購
入

・
東
忠
岡
小
学
校
新
校
舎
用
備
品

購
入

・
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
整
備

工
事

◎
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
予
防
接
種
健
康
被
害
調

査
委
員
会
条
例

・
忠
岡
町
消
防
長
及
び
消
防
署
長

の
資
格
を
定
め
る
条
例

◎
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
教
育
長
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例

・
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例

・
忠
岡
町
一
般
職
の
職
員
の
管
理

職
手
当
に
関
す
る
条
例

・
手
数
料
条
例

・
忠
岡
町
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
料
条
例

・
忠
岡
町
消
防
賞
じ
ゅ
つ
金
条
例

・
忠
岡
町
火
災
予
防
条
例

◎
平
成
2
5
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
7
号
）

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計
補
正
予
算●

（
第
4
号
）

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
　
（
第
2
号
）

▼
即
日
承
認
さ
れ
た
も
の

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

・
平
成
2
5
年
度
忠
岡
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
6
号
）

▼
即
日
同
意
さ
れ
た
も
の

◎
忠
岡
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て

▼
即
日
受
理
さ
れ
た
も
の

◎
事
務
報
告
に
つ
い
て
　
（
平
成
2
5

年分）

▼
即
日
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
も
の

◎
平
成
2
6
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
忠
岡
町
一
般
会
計

・
忠
岡
町
国
民
健
康
保
険
事
業
勘

定
特
別
会
計

・
忠
岡
町
介
護
保
険
特
別
会
計

・
忠
岡
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計

・
忠
岡
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
浜
霊
園
事
業
特
別
会
計

・
忠
岡
町
水
道
事
業
会
計

【
予
算
審
査
特
別
委
員
会
】

委

　

　

員

委

　

　

員

委

　

　

員

＜
オ
ブ
ザ
ー
バ

議

　

　

長

納
期
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
料
第
1
期
分

介
護
保
険
料
第
1
期
分

納
期
限
は
4
月
3
0
日
で
す

国
民
年
金
　
【
保
険
課
】

委

員

長

　

杉

　

原

副
委
員
長
　
松
　
井

忠
岡
町
教
育
委
員
会
委
員

前
川
喜
代
治
氏
（
再
）

※
前
川
委
員
は
3
月
1
3
日
の
教

育
委
員
会
に
お
い
て
、
教
育

長
（
再
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

▼
年
金
機
能
強
化
法
が
施
行
さ
れ

ま
す

H
2
6
年
4
月
1
日
に
　
「
年
金
機

能
強
化
法
」
が
施
行
さ
れ
て
、
年

金
関
係
や
給
付
関
係
に
変
更
が
あ

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て

免
除
で
き
る
期
間
を
拡
大

申
請
時
点
か
ら
2
年
1
ケ
月
前

ま
で
の
期
間
（
未
納
の
あ
る
期
間
）

に
つ
い
て
申
請
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
H
2
6
年
4
月
現
在
で

は
、
H
2
3
年
度
分
（
H
2
4
年
4
月

～
6
月
）
　
と
H
2
4
年
度
分
（
H
2
4

年
7
月
～
H
2
5
年
6
月
）
　
ま
で
が

さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

H
2
4
年
2
月
以
前
の
期
間
は
、
時

効
に
よ
り
申
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
H
2
6
年
度
分
の

受
付
開
始
は
、
H
2
6
年
7
月
に
な

っ
て
か
ら
で
す
。

●
子
の
あ
る
夫
に
も

●

遺
族
基
礎
年
金
を
支
給

こ
れ
ま
で
は
、
夫
が
亡
く
な
っ

た
場
合
に
、
子
の
あ
る
妻
ま
た
は

子
に
遺
族
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
子
の

あ
る
夫
に
も
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
未
支
給
年
金
を
受
け
取
れ
る

遺
族
の
範
囲
が
拡
大

こ
れ
ま
で
は
、
未
支
給
年
金

（
亡
く
な
っ
た
方
が
受
け
取
れ
る

は
ず
で
あ
っ
た
未
払
い
の
年
金
）

を
受
け
取
れ
る
遺
族
の
範
囲
は
、

「
配
偶
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖

父
母
ま
た
は
兄
弟
姉
妹
」
　
で
し
た

が
、
改
正
後
は
「
上
記
以
外
の
3

親
等
内
の
親
族
」
　
（
甥
・
姪
、
お

じ
・
お
ば
、
子
の
配
偶
者
な
ど
）

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

●
国
民
年
金
の
任
意
加
入
未
納
期

間
が
受
給
資
格
期
間
に
算
入

こ
れ
ま
で
は
、
国
民
年
金
の
任

意
加
入
被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
の
妻
や
海
外
在
住
者
な
ど
で
本

人
の
申
出
に
よ
り
加
入
を
し
て
い

た
方
）
　
が
保
険
料
を
納
付
し
な
か

っ
た
期
間
に
つ
い
て
は
未
納
期
間

と
さ
れ
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
改
正
後
は
こ
の
未

納
期
間
が
受
給
資
格
期
間
に
算
入
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さ
れ
ま
す
。

●
繰
下
げ
請
求
が
遅
れ
た
場
合
で

も
さ
か
の
ぼ
っ
て
年
金
を
受
け

取
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
は
、
老
齢
年
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
日
か
ら
5
年
を

経
過
し
た
日
後
に
繰
下
げ
の
請
求

が
あ
っ
た
と
き
は
請
求
の
翌
月
か

ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
改
正
後
は
請
求

が
遅
れ
た
と
き
で
も
、
5
年
を
経

過
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
増
額
さ
れ
た
年
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

●
障
害
年
金
の
額
改
定
請
求
が
1

年
を
待
た
ず
に
請
求
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す

こ
れ
ま
で
は
∵
障
害
基
礎
年
金

ま
た
は
障
害
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
方
の
障
害
の
程
度
が
増
進
し

た
場
合
、
そ
の
前
の
障
害
状
態
の

確
認
等
か
ら
1
年
の
待
機
期
間
を

経
た
後
で
な
け
れ
ば
年
金
額
の
改

定
請
求
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

大
阪
府
知
事
表
彰

（
高
齢
寡
婦
）

波
平
仁
子
氏

●

が
、
改
正
後
は
省
令
に
定
め
ら
れ

た
障
害
の
程
度
が
増
進
し
た
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
1
年

を
待
た
ず
に
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
さ
か
の
ぼ
っ
て
障
害
者
特
例
に

よ
る
支
給
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す

老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
者
が
障

害
の
状
態
　
（
障
害
厚
生
年
金
の
1

級
～
3
級
に
該
当
す
る
程
度
）
　
に

あ
る
場
合
に
適
用
さ
れ
る
特
例
制

度
が
改
正
さ
れ
、
す
で
に
障
害
年

金
を
受
け
て
い
る
方
が
請
求
し
た

場
合
に
は
、
定
額
部
分
の
年
金
を

受
け
取
れ
る
時
期
が
請
求
月
の
翌

月
で
は
な
く
、
老
齢
厚
生
年
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
と
き
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
年
金
受
給
者
が
所
在
不
明
と
な

っ
た
場
合
に
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す

年
金
の
受
給
者
が
所
在
不
明
と

な
っ
て
1
カ
月
以
上
経
過
し
た
場

合
、
世
帯
員
（
住
民
票
上
の
世
帯

が
同
一
の
方
）
　
は
そ
の
旨
を
年
金

事
務
所
へ
届
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（
生
存
の
事
実
確
認
が
で
き
な
い

場
合
は
、
年
金
の
支
払
い
が
一

時
止
ま
り
ま
す
。
）

【
問
】
堺
西
年
金
事
務
所

℡

0

7

2

・

2

4

3

・

7

9

0

0

税
　
　
金
　
【
税
務
課
】

▼
固
定
資
産
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
と
固
定
資
産
課
税
台

帳
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す

町
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の

方
に
、
平
成
2
6
年
度
の
土
地
・
家

屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
計
算
基
礎
に
な
り

ま
す
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

』
期
間
　
4
／
1
㈹
～
6
／
2
㈲

9
時
～
1
7
時
3
0
分

（
土
・
日
・
祝
日
は
休
み
）

』
場
所
　
税
務
課

】
必
要
な
も
の
　
印
鑑
と
運
転
免

許
証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き

る
も
の

▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

減
免
に
つ
い
て

高
齢
者
等
に
係
る
固
定
資
産
税

・
都
市
計
画
税
の
減
免

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の

納
税
が
困
難
で
あ
る
方
が
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
し
た
場
合
、
申

請
に
よ
り
自
ら
住
ん
で
い
る
自
己

居
住
用
資
産
　
（
土
地
・
家
屋
）
　
の

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
を
減

免
し
ま
す
。

◎
要
件

①
所
有
者
が
寡
婦
（
寡
夫
）
、
特
別

障
害
者
（
1
級
・
2
級
）
ま
た
は

6
5
歳
以
上
（
1
月
1
日
現
在
）
の

い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

②
所
有
者
及
び
所
有
者
と
生
計
を

一
に
す
る
す
べ
て
の
方
の
前
年

中
の
所
得
金
額
が
、
住
民
税
均

等
割
非
課
税
限
度
額
以
下
で
あ

る
こ
と
。

●

③
自
己
居
住
用
家
屋
の
延
床
面
積

が
7
0
2
m
以
下
で
あ
る
こ
と
。

④
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
額

が
5
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

◎
減
免
額
　
固
定
資
産
税
・
都
市

計
画
税
の
2
分
の
1
相
当
額
を

減
免
し
ま
す
。

◎
申
請
・
間
合
先
　
納
期
限
の
7

日
前
ま
で
に
税
務
課
固
定
資
産

税
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
納
付
済
の
税
額
に
つ

い
て
は
還
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度
に
つ

い
て

◆
対
象
者
　
①
身
体
障
害
者
の
方

が
所
有
・
使
用
す
る
場
合

②
身
体
障
害
者
の
方
と
生
計
を
同

じ
に
す
る
人
が
所
有
し
、
も
っ

ぱ
ら
障
害
者
の
た
め
に
運
転
を

す
る
場
合

③
生
活
保
護
法
の
扶
助
を
受
け
て

い
る
方
が
所
有
・
使
用
す
る
場

合
④
公
益
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

申
請
書
（
役
場
1
階
税
務
課
に

あ
り
ま
す
）
、
印
鑑
、
障
害
者

手
帳
や
生
活
保
護
証
明
書
等
、

免
許
証
、
車
検
証

★
昨
年
減
免
を
受
け
た
方
は
継
続

申
請
の
み
で
可
（
申
請
書
は
役

場
か
ら
個
別
郵
送
）

★
た
だ
し
、
車
を
買
い
換
え
た
方

は
再
申
請
が
必
要
で
す
。

★
自
動
車
税
　
（
普
通
車
）
　
と
の
重

複
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
受
付
締
切
日
…
5
月
2
6
日
（
月
）

【
間
】
税
務
課

▼
固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
に
つ

い
て

住
宅
の
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定

資
産
税
の
減
額
措
置
・
住
宅
バ
リ

ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
・
省
エ
ネ
　
（
熱
損

失
防
止
）
改
修
に
伴
う
減
額
措
置

に
つ
い
て
は
、
税
務
課
固
定
資
産

税
係
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

学
　
校
　
【
教
育
総
務
課
】

▼
平
成
2
6
年
度
義
務
教
育
就
学
援

助
費
申
請
受
付

○
申
請
書
配
布
期
間

～
4
月
3
0
日
　
（
水
）

・
役
場
4
階
教
育
総
務
課
で
配
布

し
ま
す
。

※
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
受
付
期
間
　
～
4
月
3
0
日
（
水
）

○
認
定
・
支
給
　
教
育
委
員
会
が

審
査
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

★
昨
年
認
定
さ
れ
た
方
も
、
改
め

て
申
請
が
必
要
で
す
。

こ
と
も
　
【
子
育
て
支
援
課
】

▼
平
成
2
6
年
度
忠
岡
町
立
幼
稚
園

の
保
育
料
軽
減
に
つ
い
て

【
入
園
後
、
幼
稚
園
を
通
じ
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
】

1
家
庭
か
ら
、
同
時
に
2
人
以

上
在
園
す
る
場
合
、
第
1
児
は
保

育
料
の
全
額
を
、
第
2
児
以
降
は

保
育
料
の
4
分
の
3
の
額
を
徴
収

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
1
0
0
円
未
満
の
端
数
が
あ
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る
と
き
は
こ
れ
を
切
り
捨
て

た
金
額
と
し
ま
す
）

▼
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
振
込
み

4
月
期
　
（
平
成
2
5
年
1
2
月
～
平

成
2
6
年
3
月
分
）
　
の
手
当
を
、
大

阪
府
か
ら
4
月
1
1
日
　
（
金
）
　
に
指

定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

▼
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
月
額
が
平
成
2
6
年
4
月

分
か
ら
変
わ
り
ま
す

◎
児
童
扶
養
手
当

1
人
目
全
部
支
給

4

1

、

1

4

0

円

↓

4
1
、
0
2
0
円

1
人
目
一
部
支
給

4

1

、

1

3

0

円

～

9

、

7

1

0

円

十

4
1
、
0
1
0
円
～9

、
6
8
0
円

※
2
人
目
5
、
0
0
0
円
、
3
人

目
～
1
人
増
え
る
ご
と
に
3
、

0
0
0
円
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当

1

級

…

5

0

、

0

5

0

円

1

4
9
、
9
0
0
円

2

級

…

3

3

、

3

3

0

円

↓

3
3
、
2
3
0
円

障
が
い
者
福
祉

【
い
き
か
い
支
援
課
】

▼
特
別
障
が
い
者
手
当
・
障
か
い

児
福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手

当
受
給
の
方
へ

～
4
月
分
か
ら
手
当
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
～

・
特
別
降
が
い
者
手
当

2

6

、

0

8

0

円

1

2
6
、
0
0
0
円

・
降
が
い
児
福
祉
手
当
・
経
過
的

福
祉
手
当

1

4

、

1

8

0

円

1

1
4
、
1
4
0
円

特
別
降
が
い
者
手
当

◎
支
給
対
象
…
満
2
0
歳
以
上
の
在

宅
の
方
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
著
し
く
重
度
で
永
続
す
る
降

が
い
（
知
的
障
が
い
を
含
む
）
が

あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
常
時

特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

◎
支
給
制
限
…
①
病
院
等
に
3
カ

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
方

②
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

③
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ

る
方

降
が
い
児
福
祉
手
当

◎
支
給
対
象
…
満
2
0
歳
未
満
の
在

宅
の
方
で
、
身
体
ま
た
は
精
神

に
重
度
で
永
続
す
る
障
が
い

（
知
的
障
が
い
を
含
む
）
　
が
あ

る
た
め
日
常
生
活
に
常
時
介
護

を
必
要
と
す
る
方

◎
支
給
制
限
…
①
障
害
年
金
な
ど

の
障
か
い
を
支
給
理
由
と
す
る

年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方

②
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

③
本
人
、
配
偶
者
、
扶
養
義
務

者
の
所
得
が
一
定
金
額
以
上
あ

る
方

【
問
】
大
阪
府
岸
和
田
子
ど
も
家

●

庭
セ
ン
タ
ー

℡

0

7

2

・

4

4

1

・

2

7

6

0

老
人
福
祉
農
園
【
い
さ
か
い
嘉
垂

▼
利
用
者
募
集

～
農
園
で
の
作
業
を
と
お
し
て

心
身
の
健
康
増
進
を
～

場
　
所
　
忠
岡
東
2
丁
目
3
0
9

対
　
象
　
町
内
在
住
6
5
歳
以
上
の

方

区
画
数
　
川
区
画

負
担
金
　
水
道
料

（
1
年
あ
た
り
2
0
0
0
円
）

利
用
期
限
　
平
成
2
8
年
3
月
3
1
日

ま
で

申
込
用
紙
配
布
及
び
申
込
期
間

4
月
1
日
（
火
）
～
7
日
（
月
）

※
印
鑑
・
健
康
保
険
証
等
身
分
を

確
認
で
き
る
も
の
を
持
参

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

抽
選
日
　
4
月
1
0
日
（
木
）
1
4
時
～

〔
働
骨
骨
‥
〕

▼
無
料
自
転
車
安
全
点
検

日
　
時
　
4
月
8
日
　
（
火
）

1
4
時
～
1
5
時

会
　
場
　
ラ
イ
フ
忠
岡
店
駐
輪
場

泉
大
津
・
忠
岡
二
輪
車
安
全
協
会

▼
大
阪
府
警
察
官
募
集

・
申
込
受
付
　
4
月
9
日
㈹
ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
4
月

2
日
㈹
が
締
切

〔
第
一
次
選
考
日
〕
　
5
／
日
脚

【
間
】
泉
大
津
警
察
署

℡

2

3

・

1

2

3

4

▼
陸
上
自
衛
隊
信
太
山
駐
屯
地
創

立
5
7
周
年
記
念
行
事

▼
4
月
2
0
日
　
（
日
）
　
9
時
～
1
5
時

《
入
場
無
料
》

【
間
】
信
太
山
駐
屯
地
広
報
室

℡

4

1

・

0

0

9

0

「
尉
剛
叫
割
勘
鞘
。
…

■

新
基
地
募
集

善
意
の
寄
付

・
車
い
す
　
5
台

（
合
併
5
周
年
記
念
品
と
し
て
）

い
ず
み
の
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

杉
本
　
　
舜
様

・
サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
　
3
5
万
枚

F
E
P
株
式
会
社
様

（
大
阪
市
中
央
区
）

役
場
報
謂
す

／
／

●
教
育
委
員
会
に
教
育
部
を
設
置

子
育
て
支
援
課
（
新
）
・
生
涯
学

習
課
・
学
校
教
育
課
・
教
育
総

務
課

●
幼
稚
園
業
務
は
子
育
て
支
援
課

へ

●
す
こ
や
か
推
進
課
　
（
廃
止
）

①
保
健
セ
ン
タ
ー
を
保
険
課
へ

②
保
育
所
・
子
育
て
支
援
・
児
童

手
当
・
乳
幼
児
医
療
費
助
成
・

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
な
ど
を

教
育
委
員
会
教
育
部
『
子
育
て

支
援
課
』
　
へ

※
②
の
業
務
に
つ
い
て
は
、
4
月

中
は
今
ま
で
通
り
2
階
で
す
。

●

L
h
‥
ド
‥
〓
一
h
け
h
H
h
H
L

◆

所

　

在

　

地

忠
岡
町
浜
霊
園
新
墓
地
　
（
忠
岡

南
3
丁
目
1
5
6
3
番
6
）

◆
区
画
の
広
さ
　
（
1
区
画
）

1

・

8

7

2

2

m

間
口
1
・
4
4
m

奥
行
1
・
3
0
m

◆
申
込
み
　
随
時
申
込
受
付
中

住
民
課
（
役
場
1
階
・
土
、

日
、
祝
を
除
く
）

★
申
込
み
は
一
世
帯
1
区
画
。

◆
使
用
料
　
1
区
画
6
5
万
円

※
他
の
市
町
村
に
住
民
登
録
が
あ

り
本
町
に
本
籍
を
有
す
る
世
帯

主
に
つ
い
て
は
2
割
増
し
　
（
7
8

万
円
）
　
に
な
り
ま
す
。

◆
管
理
料
　
1
万
円
　
〔
年
間
5

0
0
円
・
2
0
年
分
前
払
い
〕

◆
申
込
資
格

申
込
者
本
人
が
申
し
込
み
時
に

お
い
て
忠
岡
町
に
住
民
登
録
を

さ
れ
て
い
て
、
引
き
続
き
住
所

を
有
す
る
世
帯
主
ま
た
は
本
町

に
本
籍
を
有
す
る
世
帯
主
。

◆
申
込
に
必
要
な
も
の

①
忠
岡
町
浜
霊
園
新
墓
地
使
用
申

込
書

②
申
込
者
の
住
民
票
（
本
籍
地
の

記
載
の
あ
る
も
の
）

③
印
鑑

【
問
】
住
民
課
℡
2
2
・
1
1
2
2



響

公課蒜姦夫病予防注射
平成26年度の飼い犬の登録と狂犬病予防注射
を実施します。登録は犬の生涯に1回、狂犬病
の予防注射（生後91日以上の犬）は毎年1回

受けなければいけません。
あなたの愛犬もお近くの会場で必ず予防注射

を受けてください。

＝狂犬病予防注射＝

【持ってくるもの】事前に郵送された案内状

【注射料金】3，200円

＝犬の登録＝

新しく犬を飼いはじめたら登録が必要です。

筋【登録と注射料金】6，200円

（内訳：登録料3，000円、

注射料金3，200円）

減量したくても減量できない世帯の方へ

指定ごみ袋を配布します

生活環境課　丑22うー1122

ご都合に合わせて、もよりの
会場へお越しください。

実施日 倬���ｭB�会　場 

4月14日（月） ※雨天中止 ����cS������cS��①高月北集会所前 15：50～14：50 ��fｸｾh�檍����

15：00～16：00 �)[h嶌檍ｭ�>ﾉ�H�?ﾈﾏｹ���

4月15日（火） ※④雨天中止 ⑤．⑥雨天決行 ����cS������cS��④青空集会所前 
15：50～14：50 �IY�85ｨ985��ｲ�

15：00～16：00 �Y(�ｩ*ﾉo��ｩ�9lｨﾋｨｭi���

※当日の午前9時の時点で雨天の場合、「雨天中止」とします。

★料金の支払いはつり銭がいらないようにお願いします。

★注射のときに犬が暴れる可能性がありますので、首輪等が抜けな
いよう、また、大人の飼い主が連れてくるようにお願いします。

★体調不良の犬は接種できない場合があります。集合注射実施日に注射
を受けることができない場合、後日動物病院で注射を受けてください。

忠岡町では一般家庭ごみの有料収集を行っており、
みなさまにはごみ減量にご協力いただいておりま
すが、減量したくても減量できない次の世帯に、
指定ごみ袋を無料で一定量配布します。

【配布対象期間】
4月1日から翌年3月51日まで

【配布枚数】
1年間で45リットル袋60枚

※配布枚数は、対象となる期間により変わります。

【申請窓口】
生活環境課

曲芸蒜鼠諾芸等
古くなったり壊れたりした小型家電を無料回収して
います。集められた小型家電は、レアメタルや金・
銅といった金属を取り出し、リサイクルします。

【回収場所】
●忠岡町役場1階
●忠岡町文化会館1階
に設置の「きみどり色の回収ボックス」

曲蒜完。ます
4月1日から、犬や猫などのペット動物の相談窓口は
下記に変更となります。和泉保健所における犬猫に関
する相談窓口は廃止となりますのでご注意ください。

【相談先】動物管理指導所泉佐野分室（正072－464－9777）

相談日時　月～金曜日　9時～17時45分

引取日時　月・水曜日　9時30分～正午
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対象世帯 ��ﾉ4磯�,儺ｹwh,�.�,ﾂ�
（①②③全て平成26〉年4月1日現在で） 

①65歳以上で在宅にて紙おむつを ��ﾈ�8ｭ2��ﾈ櫁ﾎﾉ]ｸﾊ����
常時使用している要介護5以上 
の高齢者を介護している世帯 

②在宅にて腹膜透析をおこなって ��ﾈ�8ｭ2�
いる方がいる世帯 ��ﾈ��･��(詹*��

③障害者総合支援法により、ス ��佗���,ﾉ_ｸ�｢��ﾈ栗>��2����hｴｸ,ﾉ_ｸ�｢��ﾈ�8ｭ2��ﾈ��･��(詹*��
トマ用装具（蓄便袋、蓄尿袋） 
または紙おむつの給付を受け 
ている身体障害者がいる世帯 

※いずれも在宅の方が対象となります。病院、施設等に
入院（所）の方は対象外となります。

【回収対象品目】
●50cmx20cmの投入口に入る小型家電（電子機器）

携帯電話■デジタルカメラ・小型ゲーム機・ドライヤー
リモコン▲電卓・ビデオカメラ・電話機・ACアダプタ・
充電器・ポータブルラジオ・ポータブル音楽プレーヤー
電子体温計・時計・lCレコーダーなど

【注意点】
●電池はできるだけ取り外してください。

●回収ボックスの投入口に入るものに限ります。

●個人情報は、各自の責任で、必ず消去してください。
●物品の返却には応じられませんのでご了承ください。



●

▲忠岡小学校（3／18）　▼忠岡幼稚園（3／19）

4月10日

『交通事故死ゼロを

目指す日』です
みんなで確認

ト2・引己ついて確醸しよう！

4／6～15

着の全国交通安全運動
1．自転車の安全利用の促進

・自転車は　車道が原則　歩道は例外

・車道は左側を通行

・歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行

・安全ル榊ルを守る

・子どもはヘルメットを着用

2．シートベルトはどこに座っても必ず着用

3．飲酒運転の根絶

子どもと高齢者の交通事故防止J

▲忠岡中学校（3／14）

おめでとう
どざぬます

▲東忠岡幼稚園（3／19）　▼東忠岡小学校（3／18）
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『泉州観光プロモーション推進

協議会』が新関西国際空港㈱と連

携し、関空を利用する国内外の方

々に向けて泉州の魅力を提供する

ためのPRブースです。忠岡町コ
ーナーでは、「ただお課長オリジ

ナルグッズ」を販売中！

8時～21時
エアロプラザ

2階
5／22まで

ただお課長公式グッズに

【町制75周年　　≡

バージョン】が　…

寵生しましたJ：
■

■■｛■サー■t■■■■■＝■l■■暮■■■■l t■■■■1

▲やさしい心の大切さを紙しぼいで

べんきょうしました
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ただおかイングリッシュ・タウン

新し乙l煮昏J　斉しと房とうま〃

十●・」
～少人数による外国人講師

英語にどっぷり…

ドキドキ

いっぱいJJ

との2日間英語体験～　＼コ＝

実施日　7月下旬と8月下

旬の各2日間

場　所　シビックセンター内

対　象　忠岡町立小学校・中学校

《参加費無料》

（小学5年生～中学3年生）

さあ　みんなどんどん挑戦しよう！

年3回実施されている英検受験の

受講料を全額補助します。

対象　忠岡町立中学校生徒（1人1年間1回のみ）

★イングリッシュ・ディ、英検補助の申し込みなど、

詳しいことは広報ただおか、または学校を通じてお

知らせします。　　【間】教育委員会　学校教育課

K月〟姐／U〟だ仲野
関西匡l際空港情報

★関西国際空港のフライトが

ますます充実！

関西国際空港からのフライトがぞくぞく増便し

ますます便利になります。まず中国国際空港（C

A）では、3月1日より、関西＝（大連経由）＝天

津線を就航いたします。関西空港から天津への路

線就航は実に12年ぶりとなります。また、チャイ

ナエアライン（Cl）では、関西＝高雄線を週5

便から7便に増便拡充いたします。さらに、フィ

リピン航空では、3月30日より、関西＝マニラ線

を週7便増便し、毎日2往復の運航となります。

さらに、トランスアジア航空（GE）では、4月

10日より関西＝台北線

を週7便増便し、毎日

2往復の運航となりま

す。各地へのアクセス

がますます便利になり

ます！

〔
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岡
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◆役場の各種相談◆ 総合福祉センター
東忠岡老人いこいの家 行事予定

●

【法律相談】4／23帥）13：30～　役場3階交流センター

★当日9時から電話受付（先着6名）

人権広報課　℡22－1122

【行政相談】電話受付　　　　　人権広報課　℡22－1122

【人権擁護委員による人権相談〔要予約〕】4／15（火）

★11日陰）までに電話予約　　人権広報課　℡22－1122

※一般の人権相談は5階人権広報課で。9：00～17：30

【労働相談】①特設労働相談　4／17㈹13：30～15：30

★予約不要　　　直接1階いさかい支援課横相談室へ

②就労相談（地域就労支援）毎週月～金曜日　9：00～

17：30　　★予約不要　直接役場4階産業振興課へ

【消真生活相談】毎週火・金13：00～16：00（受付15：

30まで）当日直接4階産業振興課へ

【問】産業振興課　℡22－1122

【進路相談】（奨学金相談）

①毎週月～金曜日10：00～16：00

直接学校教育課へ　℡22－1122

②毎週士～日曜日10：00～16：00

直接児童館事務所へ　℡22－1122

【女性電話相談】4／16休）13：30～15：30

文化会館相談専用ダイヤル　℡33－2323

【児童・障害児相談】　　　すこやか推進課　℡「22－1122

【老人介護支援センター】24時間対応の相談・助言

ピープル老人介護支援センターただおか（特別養護老

人ホームピープルハウス忠岡内）　　　　℡46－7200

総合福祉センター　　℡22－0350

●なつかしの映画会　　4／1㈹13：30～

※映画会は毎月第1火曜日

（都合により変更することがあります）

●さくらまつり　　　　　4／8㈹10：30～

●パンパ一会　　　　　　4／9㈱13：30～

●交通安全教室　　　　　4／14（月）13：30～

●カラオケ会　　　　　4／15㈹13：30～

●編み物教室　　　　　　4／22㈹13：30～

●わくわく健康体操教室　4／24（杓13：30～

☆民謡踊り教室　　月・水・金　13：30～

☆囲碁・将棋　　　火・木　　　13：00～

☆大正琴クラブ　　第1・3木　　10：00～

☆ハワイアンフラ　　　金　　　10：30～

東忠岡老人いこいの家　℡22－1567

●交通安全教室教室　　4／15㈹10：30～

☆カラオケクラブ　　月～木　　13：00～

☆大正琴クラブ　　　　火　　　10：00～

☆健康体操クラブ　　　月　　　　10：00～

《福祉センターのこ利用について》

町内在住の60歳以上の方なら、どなたでも

こ‘利用いただけます。

【お知　らせ】
4月よりカラオケ会の定員は、先着28名

とさせていただきます。申し込みは、前週の

火曜日より受付します。定員になり次第締め

切りとさせていただきますので、ご協力よろ

しくお願い致します。
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遠
慮
す
る
よ
に
ナ
ツ
メ
ロ
で

食
文
化
温
故
知
新
で
よ
み
が
え
る

走
り
た
い
場
所
え
ら
ん
で
い
る
新
車

今
年
こ
そ
気
分
新
た
に
句
づ
く
り
を

新
米
も
古
米
も
同
じ
空
っ
腹

新
春
を
駆
け
る
駿
馬
の
品
に
惚
れ

十
代
の
若
者
や
る
ね
新
記
録

新
婚
の
旅
は
イ
タ
リ
ア
い
っ
た
り
や

古
家
で
も
夢
が
い
っ
ぱ
い
新
所
帯

新
米
の
運
転
見
て
た
ら
代
っ
た
ろ
か

ス
ー
パ
ー
で
つ
い
つ
い
手
出
る
新
発
売

お
祝
い
に
新
札
に
替
え
知
ら
せ
待
つ

新
提
案
決
裁
保
留
で
陳
腐
化
し

寒
空
に
白
い
新
雪
舞
い
あ
が
る

お
お
か
た
は
忘
れ
て
る
か
ら
日
々
新
た

桐
谷
　
英
樹

上
田
　
克
子

西
川
リ
ヨ
子

川
崎
ア
イ
子

勝
又
栄
美
子

池
田
　
勝
雄

犬
伏
晃
一
郎

藤
田
志
津
恵

西
川
　
粋
謡

正
木
　
伸
明

烏

谷

　

　

猛

山
田
　
典
和

芦
田
　
春
子

岡

川

　

　

衛

吉
田
　
光
子

橋
口
美
恵
子

上
川
　
睦
男

三
嶋
　
桃
代

原
田
　
行
正

神
山
　
芳
子

橋
本
　
洋
子

上
西
　
洋
治

橋
本
　
幸
子

杉
谷
　
晶
三

盛
岡
鋼
朝
会
（
㌔
」
）
　
（
○
紬
摘
純
絹

○
あ
か
ち
ゃ
ん
が
新
米
マ
マ
を
育
て
ま
す
　
　
　
　
砂
原
　
久
子

※
「
赤
ち
ゃ
ん
に
抱
か
れ
て
い
る
か
も
知
れ
ず
」
と
言
う
名
句
が
あ
り
ま
し
た
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忠
岡
町
句
会

昔
日
を
し
の
ぶ
川
辺
の
下
萌
ゆ
る

夫
病
み
て
家
病
ん
で
を
り
春
の
月

薔
薇
の
芽
の
末
広
が
り
に
開
き
け
り

野
を
歩
き
た
き
春
風
で
あ
り
に
け
り

も
の
の
芽
に
庭
少
し
つ
つ
景
変
る

里
見
輝
子
選

里
見
　
輝
子

井
上
久
美
子

田
辺
千
鶴
子

奥

野

一

郎

花
野
　
久
子

野
の
寡
黙
騒
が
せ
野
火
の
迅
か
り
し

花
菜
潰
花
の
い
の
ち
の
ほ
ろ
苦
し

章
の
芽
も
俳
句
に
馴
れ
て
よ
り
親
し

草
の
芽
の
ひ
ろ
が
る
勢
ひ
親
子
句
碑

何
も
な
き
日
日
こ
そ
よ
け
れ
水
温
む

掌
に
の
せ
て
眺
め
て
雛
飾
る

強
東
風
や
岩
か
け
登
る
能
登
の
海

●

田
辺
紗
登
子

花
野
　
昭
子

藤
野
　
清
子

松
島
　
信
雄

赤
松
　
朝
子

清
座
　
晴
子

竹
中
三
津
子

芽
苛
薬
赤
の
目
立
ち
て
来
た
り
け
り

話
す
こ
と
な
く
と
も
二
人
春
炬
燵

醜
草
の
芽
も
見
逃
が
さ
ぬ
庭
師
か
な

小
西
　
澄
子

金
田
　
芳
子

横
井
恵
美
子

次
回
　
四
月
八
日
　
（
火
）
　
常
然
寺
　
締
切
二
時

兼
題
　
虚
子
忌
・
轟
か

忠
岡
短
歌
会
詠
阜

講
師
　
佐
沢
　
邦
子

被
災
地
を
照
ら
す
五
輪
の
金
メ
ダ
ル
若
き
羽
生
の
す
が
す

が

し

さ

よ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ

※
二
月
八
日
よ
り
十
七
日
間
行
わ
れ
た
ソ
チ
五
輪
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス

ケ
ー
ト
の
羽
生
結
弦
選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
国
中
を
沸
か

せ
た
。
羽
生
選
手
は
宮
城
県
仙
台
市
生
れ
、
三
・
一
一
の
復
興
の

厳
し
い
途
上
の
東
北
地
方
、
作
者
の
祈
り
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

お
年
玉
多
き
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
曾
孫
の
言
に
財
布
の

ゆ

る

む

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

武

津

　

富

子

※
今
時
の
子
供
達
に
は
驚
か
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
幼
少
か
ら
多
く

の
情
報
に
包
ま
れ
て
い
る
所
為
か
そ
れ
と
も
人
類
と
し
て
進
化
し

て
い
る
所
為
な
の
か
様
々
に
驚
か
さ
れ
て
し
ま
う
。
ち
な
み
に
作

者
に
は
九
人
の
曾
孫
さ
ん
が
お
ら
れ
る
と
聞
く
。
お
お
大
変
！

ソ
チ
五
輪
「
あ
き
ら
め
な
い
」
と
演
技
終
え
涙
と
笑
顔
の

真

央

ち

ゃ

ん

に

沸

く

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

※
真
央
ち
ゃ
ん
と
詠
み
た
い
作
者
の
お
気
持
が
理
解
出
来
る
一
首
。

ソ
チ
五
輪
で
浅
田
選
手
は
惜
し
く
も
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な
か
っ
た

が
フ
リ
ー
の
素
暗
し
い
演
技
で
六
位
に
入
賞
を
果
た
し
た
。
そ
の

努
力
と
集
中
の
姿
に
は
深
く
胸
を
打
た
れ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

四
十
人
の
空
オ
ケ
会
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
再
婚
の
友
に
拍
手
と

花

束

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

「
お
お
ま
い
ど
」
並
べ
ら
れ
た
る
舌
鮮
（
し
た
び
ら
め
）

魚
屋
に
買
う
雪
の
降
る
午
後
　
　
　
　
　
横
田
　
雅
子

失
敗
を
削
ぎ
落
と
し
つ
つ
宙
に
舞
い
浅
田
真
央
見
す
日
本

の

五

輪

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

五
輪
と
は
民
族
の
和
の
外
交
官
喝
采
や
ま
ぬ
羽
生
も
ヨ
ナ

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

富

里

　

英

彦

外
は
雪
な
す
こ
と
も
な
く
家
（
う
ち
）
　
に
居
て
「
ソ
チ
」

の
テ
レ
ビ
に
ひ
と
日
過
ぎ
ゆ
く
　
　
　
　
原
田
　
孝
治

路
傍
に
て
踏
ま
れ
て
も
咲
く
花
の
名
を
誰
も
知
ら
ざ
り
風

に

吹

か

れ

て

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

矢

尾

　

武

四

と
お
き
日
の
父
作
り
に
し
大
だ
る
ま
雪
積
む
庭
に
浮
か
ぶ

ま

ぼ

ろ

し

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

沢

　

邦

子

（
課
題
詠
）
　
　
「
月
」

付
け
で
買
う
月
末
払
い
の
懐
か
し
く
母
の
遣
り
繰
り
偲
ぶ

店

跡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

田

中

　

成

幸

今
は
亡
き
姉
に
付
き
添
い
し
病
室
の
五
階
の
窓
の
月
あ
か

り

思

　

（

も

）

　

う

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

和

子

月
の
文
字
肉
月
な
ら
ば
百
を
越
す
体
の
部
位
を
表
す
語
あ

り

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

金

　

　

寿

子

明
け
方
の
雀
鳴
き
ゆ
く
空
見
れ
ば
微
か
に
残
る
有
明
の
月

矢
尾
　
武
四

天
空
の
月
星
日
た
ち
煙
々
と
照
ら
し
て
お
く
れ
老
い
ゆ
く

吾

ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

原

田

　

孝

治

三
月
の
来
る
た
び
過
る
友
の
忌
の
若
き
か
ん
ば
せ
今
も
忘

れ

ず

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

中

村

ハ

ル

ミ
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①5月29日（木） �(xｭH�8�/�ﾘ(-�.�+ﾘ-�,ﾈ8ﾈ4��文化会館講師 
リエーション・肩こり予防 ��9nﾈ��_H�����

②6月25日（水） 偃�+8/�査鰄,X*ｸ.�8�6ｨ8X�ｲ�郷土料理研究家 
（料理実習） �:��ｨ���8�����

③7月9日（水） ��X+�.ｨ*�.x,x*H,�.倩I$(,ﾂ�経済評論家 
暮らし」（講演） �(i68�����倩��

④8月29日（金） 俛�,��Y]iN冰ﾉf��ﾉ���健康運動士 松下裕子氏 

⑤9月11日（木） 冉胃�7ﾘ6ｨ8X4�8ｸ,h��OR����Y�ｸﾝ�/�e�.ｨ,�*(+ﾘ-�,����町担当職員 

⑥10月9日（木） 僖i&ﾘ�uﾉf��町担当職員 

⑦10月に予定 �(�ｩ*ﾈ/�.�,�,i&ﾘ.ｸ*H����倅��8ｾYN���-�.�*ﾘ+X/����2�m碓ﾈ��ｭ��｢�文化会館講師 里見輝子氏 

⑧11月に予定 �6ﾘ8ﾘ4X488ｸ5疫ﾉf��保健所職員 

⑨12月3日（水） �*��8ﾈ駢�ﾗ價(�YJ)�ﾈﾞﾈ.��自助具製作 ボランティア 浪江定男氏他 

⑲12月11日（木） 刔hﾎ8��dﾈ*�,��h*ｸ.�x,��貝塚市茶華道連合 
（講演） ����on�h����^����

※時間は①・③～⑬は13時30分～15時30分、②は10時～13時

本
と
の
出
会
い

忠
岡
町
図
書
館

℡
3
3
・
1
1
5
3

【
開
館
時
間
】

水
～
日
曜
日
　
　
1
0
時
～
1
8
時

新
着
図
書
案
内

《一般書》

根
来
寺
を
解
く
　
　
　
中
川
委
紀
子

国
宝
の
地
園
帳
　
　
　
辰
巳
出
版

F
B
－
秘
録
　
上
・
下

テ
ィ
ム
・
ワ
イ
ナ
ー

線
路
は
つ
な
が
っ
た
　
冨
手
　
　
淳

日
本
橋
本
石
町
や
さ
ぐ
れ
長
屋

宇
江
佐
真
理

ぎ
ゃ
ま
ん
物
語
　
　
　
北
原
歪
以
子

長

女

た

ち

　

　

　

　

　

篠

田

　

節

子

首

都

崩

壊

　

　

　

　

　

高

嶋

　

哲

夫

美

雪

晴

れ

　

　

　

　

　

　

高

田

　

　

郁

波

形

の

声

　

　

　

　

　

長

岡

　

弘

樹

ネ
ロ
の
木
靴
　
　
　
　
　
臼
田
　
夜
半

英

子

の

森

　

　

　

　

　

松

日

　

吉

子

相
も
変
わ
ら
ず
き
り
き
り
舞
い

諸
田
　
玲
子

的

東

の

海

　

　

　

　

　

山

崎

　

豊

子

江
戸
の
化
物
　
　
ア
ダ
ム
・
カ
パ
ッ
ト

《児童書》

税

っ

て

な

に

？

　

　

　

三

木

　

義

一

楽
し
く
遊
ぶ
学
ぶ
よ
の
な
か
の
図
鑑

寺

本

　

　

潔

思
い
出
を
レ
ス
キ
ュ
ー
せ
よ
ー
・

堀
米
　
　
薫

一
等
星
図
鑑

藤

井

　

　

旭

夢
の
カ
ン
キ
ッ
清
見
　
小
泉
　
光
久

ア
イ
ス
プ
ラ
ネ
ッ
ト
　
椎
名
　
　
誠

か
世
の
で
ん
わ
　
　
　
い
も
と
よ
う
こ

よ
く
ぼ
り
な
カ
サ
サ
ギ

ブ
ラ
イ
ア
ン
・
リ
ー
ス

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
し
ょ
う
が
っ
こ
う

か
こ
き
と
し

リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル
の
し
ん
が
っ
き

ゲ
オ
ル
グ
・
ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ペ
ン

【
今
日
の
特
黄
】

★
「
桜
・
春
の
行
楽
」

桜
の
写
真
集
や
、
名
所
案
内
、

ハ
イ
キ
ン
グ
、
行
楽
弁
当
の
本
な

ど
を
集
め
て
い
ま
す
。

★
追
悼
「
ま
ど
み
ち
お
」

「
ぞ
う
さ
ん
」
　
の
作
詞
な
ど
で

知
ら
れ
る
、
詩
人
ま
ど
み
ち
お
さ

ん
の
詩
集
、
絵
本
な
ど
を
特
集
し

て
い
ま
す
。

＝
お
は
な
し
芸
＝

毎
週
水
曜
日
、
1
5
時
か
ら
図
書

館
で
行
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
来
て
ね
～
′●

男
性
料
理
教
室

～
1
0
回
シ
リ
ー
ズ
～

と
　
き
　
①
5
／
1
　
（
木
）

1
0
時
～
1
3
時

期
　
間
　
5
月
～
平
成
2
7
年
3
月

第
3
水
曜
日
（
8
月
休
み
）

と
こ
ろ
　
3
階
料
理
室

対
　
象
　
忠
岡
町
在
住
・
在
勤
の

男
性
及
び
当
館
ク
ラ
ブ

登
録
男
性

材
料
代
　
3
0
0
0
円
（
5
回
分
）

定
　
員
　
2
4
名
　
（
申
込
順
）

講
　
師
　
フ
リ
ー
活
動
栄
養
士
会

申
込
み
　
4
／
5
～
2
6
に
5
回
分

の
材
料
代
を
添
え
て
事
務
所
ま

で春
の
花
の
寄
せ
植
え

と
　
き
　
4
／
2
0
　
（
日
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

と
こ
ろ
　
1
階
ロ
ビ
ー

対
　
象
　
忠
岡
町
在
住
・
在
勤
の

人
も
し
く
は
当
館
の
ク

ラ
ブ
生

定
　
員
　
3
0
名
　
（
申
込
順
）

材
料
代
　
1
5
0
0
円

講
　
師
　
奥
野
　
庄
司
さ
ん

申
込
み
　
4
／
5
～
1
3
に
材
料
代

を
添
え
て
事
務
所
ま
で

新
し
い
仲
間
づ
く
り
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
、
元
気
な
日

々
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

●
期
　
間
　
5
月
2
9
日
　
（
木
）
　
～
1
2
月
1
1
日
　
（
全
1
0
回
）

●
場
　
所
　
忠
岡
町
文
化
会
館
ほ
か

●
対
象
者
　
忠
岡
町
在
住
・
在
勤
の

方
、
ま
た
は
当
館
の
ク

ラ
ブ
生

●
定
　
員
　
3
0
名
　
（
申
込
順
）

●
参
加
費
　
1
3
0
0
円

♂
漂
′
ノ

巨
浪
博

1　／

・
　
ノ
ヽ
∵
l

や

∴

∵

i

ヽ

1

ヂ
　
ゴ
　
　
√

l【．、
阜
・
J
′
、
、

●
申
込
み
　
4
月
5
日
～
2
7
日
に
参
加
費
を
添
え
て
文
化
会
館

事
務
室
ま
で

㈱
講
師
の
都
合
に
よ
り
、
日
程
・
内
容
等
を
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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第
8
6
回
選
振
岩
岡
等
学
瞭

野
球
大
芸
出
拐

比
嘉
翔
大
選
手

〔
報
徳
学
園
（
兵
庫
県
）
〕

泉
北
合
唱
祭

忠
岡
テ
ッ
ト
シ
リ
ア
ス

・
第
1
8
回
大
阪
府
知
事
杯
争
奪
お

別
れ
野
球
大
会
　
（
U
L
B
B
）

ベ
ス
ト
8

〔
参
加
1
4
5
チ
ー
ム
〕

・
光
明
台
ハ
レ
ー
ズ3

0
周
年
記
念
大
会

準
優
勝

〔
参
加
1
1
チ
ー
ム
〕

－
■
■
■
■
■
■
－
■
■
一
－
■
－
●
●
●
■
■
■
－
■
■
■
■
■
■
■
－
■

↓
熱
気
い
っ
ぱ
い
の
会
場
の
よ
う
す

キ
ヤ
ン
フ
ァ
ー

・
大
阪
府
卒
業
記
念
大
会
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ

第
3
位

享
だ
宅
見
守
り
鹿

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
要
薫

〔
3
／
2
・
高
石
市
〕

本
町
か
ら
は
、
児
童
合
唱
教
室

と
コ
ー
ル
ア
ザ
レ
ア
が
参
加
。

下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
に
あ
な
た
の
力
を

お
貸
し
く
だ
さ
い
′

◆
活
動
内
容
　
毎
週
火
・
木
曜
日

忠
岡
小
学
校
ま
た
は
東
忠
岡

小
学
校
で
、
下
校
児
童
の
見

守
り
活
動
。

【
間
】
生
涯
学
習
課

℡

2

2

・

1

1

2

2

見
守
り
隊
長
　
正
木
　
啓
文

℡

2

1

・

4

3

9

9

泉
北
オ
セ
ロ
大
会

〔
2
／
2
2
・
泉
大
津
市
〕

本
町
か
ら
訓
名
の

子
ど
も
た
ち
が
出
場
′

み
飽
な
更
つ
く
る
つ

安
全
安
街
の
ま
忘

た
だ
お
か

新
た
な
楽
し
み
を
発
見
し
ま
せ

ん
か
。
お
友
達
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
・
内
容
】

①
4
月
2
3
日
　
（
水
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

・
家
庭
菜
園
の
上
手
な
作
り
方

（講演）

園
井
　
信
雅
氏

（
和
歌
山
E
M
活
用
研
究
会
代
表
）

②
5
月
1
4
日
　
（
水
）1

0
時
～
1
1
時
3
0
分

・
み
ど
り
の
カ
ー
テ
ン
作
り
と
そ

の
効
果
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
　
担
当
職
員

③
5
月
2
8
日
　
（
水
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

・
化
粧
水
の
作
り
方
講
習
会

船
富
か
ず
え
氏

（
元
小
学
校
教
諭
）

④
6
月
1
2
日
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

・
化
学
の
ち
か
ら
で
食
品
添
加
物

を
操
る
　
　
　
奥
野
ひ
ろ
み
氏

（
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）

⑤
7
月
2
4
日
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
3
時

・
食
の
安
心
安
全
調
理
実
習

奥
野
ひ
ろ
み
氏

⑥
9
月
2
5
日
　
（
木
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

・
ゴ
ミ
減
量
に
向
け
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
　
　
奥
野
ひ
ろ
み
氏

場
　
所
　
文
化
会
館
地
階
会
議
室
他

対
象
者
　
忠
岡
町
在
住
在
勤
者
及

び
当
館
ク
ラ
ブ
生

定
　
員
　
2
4
名
　
（
申
込
順
）

教
材
費
　
1
5
0
0
円

申
込
み
　
4
月
5
日
～
1
6
日
に
教

材
費
を
添
え
事
務
所
へ

※
締
め
切
り
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は

返
金
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
、
日
程
が
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

主
催
　
忠
岡
町
文
化
会
館

協
力
　
忠
岡
町
生
活
環
境
課
・
レ

イ
ン
ボ
ー
エ
コ
ク
ラ
ブ

韓
国
語
講
座
（
入
門
）

日

　

時

　

5

月

8

日

よ

り

毎

週

木

曜
日
　
（
全
1
2
回
）

①
1
9
時
3
0
分
～
2
0
時
4
5
分
コ
ー
ス

②
1
5
時
3
0
分
～
1
6
時
4
5
分
コ
ー
ス

場
　
所
　
泉
大
津
市
民
会
館

（
南
海
本
線
泉
大
津
駅

西
へ
5
0
0
m
）

定
　
員
　
3
0
名
　
（
申
込
順
）

受
講
料
　
1
万
円
（
含
む
教
材
費
）

【
間
】
韓
国
民
団
泉
州
支
部

℡

3

2

・

5

4

5

2

4

月

7

日

～

5

月

2

日

9
時
～
1
7
時
（
土
日
祝
除
く
）



等痍麿啓年度　忠岡町スポーツ

健康づくり！件れづくりに挑戦！・！を詔豊吉…吾至芸禁貨霊票冒歪訂ご教室』

募　集　種　目

教室名及び 主催団体 丶ｩ�ﾘｯｨｭB�回 丶ｨﾗY?ｨ鰾�会　　　　場 ������ｸ���"�受講料 兢ｸﾊ���

バレーボール 店���H��x���b�10 冑��Yvｩ?｢����c����#��c���忠岡中学校体育館 ��hﾜｸ決�8,ﾉ&ｨ��1，000円 ���3ゴ�冷�

ソフトテニス （軟式庭球） 店���8��x���R�10 冑�騅ｩ?｢����c���ﾈ�｣#��c���新浜テニスコート 况9'H��決�2�,ﾈ��&ｨ����1，000円 

テ　　　ニ　　　ス 店������h��#��8 冑�7况ｩ?｢����c�X�ﾈ��#��cCR�新浜テニスコート �(h�Xﾘ)�hｷ�-��自Lｩ&ｨ��2，000円 

整　美　体　操 店�繹��x���r�10 冑盈益ｩ?｢����c����#��c3��文化会館運動室 �ｨ��Lｨ��������2，000円 

剣　　　　　道 店������x���"�10 冑�7况ｩ?｢��x�c���ﾈ�����c���東忠岡小学校体育館 况9'H��D�+r�決�8,ﾉ&ｨ��1，000円 

少林寺拳法 店���8��h���"�10 冑�騅ｨ��?｢�東忠岡小学校第2体育館 傅ﾈｧxﾕ｣�D闌��2�ｷ���-�自Lｩ&ｨ��1，000円 毎木曜日 19：00～20：30 �(�ｨ抦ｧxﾕｩ�ﾈ支ｭ��

健　康　体　操 店�繹��h��#b�8 冑盈益ｩ?｢��8�c3��ﾈ���X�c3��文化会館運動重 �ｨ��Lｨ��������2，000円 

空　　手　　道 店�綛��X��#b�10 冑以��Y�X�Xｾ�vｩ?｢����c����#��c���東忠岡小学校第2体育館 傅ﾈｧxﾕ｣�D闌��2�ｷ�-�自Lｩ&ｨ��1，000円 

卓　　　　　球 店�繹��x�����10 冑盈益ｩ?｢����c���ﾈ�｣#��cCR�忠岡中学校武道場 �ｨ��Lｨ��&ｨ����1，000円 

ソフトバレーボール 店�繆��x�纈�10 冑��Yvｩ?｢����c���ﾈ��#��c���東忠岡小学校体育館 ��hﾜｸ決�8,ﾉ&ｨ��1，000円 

バドミ　ント　ン 店���8��h��#B�7 冑�騅ｩ?｢����c���ﾈ�##��c���忠岡小学校体育館 �(h�Xﾘ)�hｷ�-��自Lｩ&ｨ��1，000円 

■申込期間…4月7日（月）～25日（金）　　　　　　■申込用紙…生涯学習課・児童館・スポーツセンター・文化会館

※各種目定員になり次第締切　　　　　　　　　　　　　主催　忠　岡　町　体　育　協　会

■申込方法…所定の申込用紙に記名・捺印の上、受講　　　　後援　忠岡町スポーツ推進委員協議会

料・スポーツ障害保険料を添えて、生涯学習課へ　　　　　　　忠　岡　町　教　育　委　員　会

〔中学生以下の保険料は800円〕　　　　　【間】生涯学習課　℡22－1122（役場4階）

第36回　忠岡町

マラソン大会結果

さあJ　スタートり（3／9）
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小
学
生
低
学
年
の
部

優
　
勝
　
柿
塚
良
太
郎
　
準
優
勝
松
野
　
朔
和

第
3
位
　
岩
本
　
彩
李

【
3
k
m
コ
ー
ス
】
小
学
校
男
子
の
部

優
　
勝
　
坂
本
　
桃
李
　
準
優
勝
　
吉
永
　
尚
人

第
3
位
　
上
田
　
寛
也

小
学
生
女
子
の
部

優
　
勝
　
佐
藤
　
安
彩
　
準
優
勝
　
坂
本
楓
生
子

第
3
位
　
阪
上
　
眞
衣

一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
磯
部
　
　
健
　
準
優
勝
　
宮
川
流
之
介

第
3
位
　
宮
川
寛
太
郎

一
般
女
子
の
部

優

　

勝

　

辻

　

　

優

香

　

準

優

勝

　

笠

原

　

麻

央

第
3
位
　
田
中
　
友
美

【
1
0
k
m
コ
ー
ス
】
　
一
般
男
子
の
部

優
　
勝
　
福
貴
田
秀
孝
　
準
優
勝
　
吉
丸
　
博
隆

第
3
位
　
庄
司
　
彰
義

一
般
女
子
の
部

優
　
勝
　
木
下
　
文
音
　
準
優
勝
　
上
林
　
美
佐

第
3
位
　
石
原
　
栄
子

【
2
k
m
コ
ー
ス
】

優
　
勝
　
浦
田

準
優
勝
　
西

第
3
位
　
大
川

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部

賢
治
・
美
咲
組

智
美
・
　
諷
組

真
司
・
陸
翔
組

（敬称略）



おもに小学生を中心に活動しています

（一部中学生’・小学生以下も対象としています）

団　　　名 �ｸ�����檍���｢�練　習　日　・　時　間 ��ﾈ��ﾙ���_ｸ��d��

少　林　寺　拳　法 ��8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日　19：00～21：00 �ｸ�檍�ｨ-b�
②忠小体育館 ��h員Im益ｩ?｣���c����#��c���

空　　　　　　　　手 �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎適月・水・金曜日19：00～21：00 

バ　ス　ケ　ッ　ト ��8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週月曜日　19：00～21：00 
②忠小体育館 ��h員I�Yvｩ?｣���c����#��c���

忠岡テットシリアス （軟式野球） ��Y,9�ﾈ憖�ﾈﾏh��9��毎週土・日曜日　9：00～17：00 

サ　　ッ　　カ　　ー ��憖�ﾉW�4�8�4X986��（彰毎月第1・3日曜日9：00～13：00 
②忠小運動場 ��h以��c)?ｩvｩ?ｨ������c�����8�c���※見学申込は保 

③東小運動場 ����ih以��c9?ｩvｩ?ｨ������c�����8�c���護者同伴で練 習場へ 

④町民グラウンド �9�cI7况ｩ?ｨ��������x�c������c���

剣　　　　　　　　道 ����8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日18：30～21：00 ②忠小体育館 ��h員Hｾ�vｩ?ｨ�����c3���#��c���

③東小体育館 �)h員I7况ｩ?｣�x�c����#��c���

ソ　フ　ト　テ　ニ　ス ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�毎週火・木曜日　19：00～21：00 

忠　岡　ボ　ー　イ　ズ �*ﾉj��c(4�8�4X986�9��毎週水曜日　　16：00～ 

（中学・硬式野球） 剿�T土・日曜日　9：00～ 

ア　　ジ　　ャ　　タ �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週火曜日　19：00～21：00 

スポーツで旧とからだを鍛えよう！
生涯学習課

℡22－1122

スポーツをつうして、心と体をリフレッシュ！

お気軽にご参加ください

種　　　　目 �ｸ�����檍���｢�練　習　日　・　時　間 ��ﾈ��ﾙ���_ｸ��d��

バ　ド　ミ　ン　ト　ン �(傅ﾉ�ﾈ支ｭ��毎週火曜日　19：00～21：00 �ｸ�檍�ｨ-b�

少　林　寺　拳　法 ��8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��（丑毎週火曜日19：00～21：00 
②忠小体育館 ��h員Im益ｩ?｣���c����#��c���

空　　　手　　　道 �8ﾈ揵�c)�ﾈ支ｭ��毎週月・水・金曜日　19：00～21：00 

剣　　　　　　　　道 ��祢8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��①毎週火曜日　18：30～21：00 ②忠小体育館 ��h員Hｾ�vｩ?｣���c3���#��c���

（卦束小体育館 �)h員I7况ｩ?｣�x�c����#��c���

バ　レ　ー　ボ　ー　ル ��祢�y(i�ﾈ支ｭ��t�[h嶌檍ｭ佗��:齏｢�①毎週水曜日19：00～21：00 ②第1・2・3土曜日9：30～ 第4土曜日13：30～16：30 

健　　康　　体　　操 兌h嶌檍ｭ佗��:齏｢�毎週水曜日13：30～15：30 毎週金曜日9：30～11：30 

ソ　フ　ト　ボ　ー　ル 丿X6��ｸ8�����

整　　美　　体　　操 兌h嶌檍ｭ佗��:齏｢�毎週木曜日19：00～20：30 

卓　　　　　　　　球 ��(�(iY�;��｢�毎週火・木曜日　　19：00～20：45 
②文化会館軽運動場 冑以��c��S9�Yvｩ?ｨ�����c����#��cCR�

7－　　　　　　　　　　　ス ��iVﾈ6X6ｨ5�5(�ｸ6r�毎週水～土曜日9：00～17：00 日・祝　10：00～17：00 

サ　　ッ　　カ　　ー ����*ﾉj�4�8�4X986��①第4土曜日　7：00～9：00 ②大津川河川公園 ���c�?ｩvｩ?ｨ����c�����8ﾍ��

③東小体育館 �)h員Hｾ�vｩ?｣���c����#��c3��

ゲ　ー　ト　ボ　ー　ル 侏ｹ&��8�8�8���X､�,X.�����齷u(�｢�

ソフトバレーボール �8ﾈ揵�ﾈ支ｭ��毎週水曜日　19：00～21：00 

バスケットボール ��8ﾈ揵�c��ﾈ支ｭ��①毎週木曜日19：00～21：00 
②忠中体育館 ��h員Hｾ�vｩ?｣���c����#��c���
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あそぶまなぶ

ぶ、れ萄う

シビックセンター2階

TEL22－1122（内250～252）

FAX22－8663

メールアドレス
hokenc＠town－tadaoka．jp

手配

℡　20－0331

fax20－0335
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［
圃
幽
普
u

▼
新
予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

1
0
月
か
ら
子
ど
も
の
水
痘
　
（
み

ず
ほ
う
そ
う
）
・
高
齢
者
用
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
定

期
予
防
接
種
化
　
（
法
律
に
基
づ
く

予
防
接
種
）
　
さ
れ
る
予
定
で
す
。

決
よ
り
次
第
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
麻
し
ん
　
（
は
し
か
）
・
風
し
ん

第
2
期
予
防
接
種

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
1
～
2
歳
で
1
回
、
そ
の
後
追

加
接
種
と
し
て
1
回
の
計
2
回
接

種
が
必
要
で
す
。

・
接
種
対
象
　
来
年
度
小
学
校
に

入
学
す
る
お
子
さ
ん
　
（
平
成

2
0
年
4
月
2
日
～
2
1
年
4
月

1
日
生
）

・
接
種
期
間
　
平
成
2
6
年
4
月
1

日
～
平
成
2
7
年
3
月
3
1
日

・
接
種
方
法
　
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
予
診
票
は
個
別
通

知
を
し
て
い
ま
す
が
、
予
診

票
が
な
い
場
合
で
も
保
健
セ

ン
タ
ー
、
医
療
機
関
に
も
あ

り
ま
す
の
で
、
来
院
時
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

・
費
　
用
　
無
料
（
要
予
約
）

健

　

診

4
／
8
（
火
）
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

フ
ェ
ル
ト
や
布
を
使
っ
て
お
子

さ
ん
の
お
も
ち
ゃ
を
つ
く
る

▼

園

庭

開

放

　

　

　

　

●

要

予

約

4
／
1
7
　
（
木
）
　
1
0
時
～
正
午

東
忠
岡
保
育
所

（
雨
天
時
は
室
内
で
読
み
聞
か
せ
）

▼
ベ
ビ
マ
ク
ラ
ブ
　
〝
ぴ
よ
ぴ
よ
″

●
要
予
約

5
／
2
・
1
6
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

対
象
…
2
～
4
ケ
月
　
（
2
回
コ

ース）

【
予
約
受
付
は
4
／
5
か
ら
】

1

1

－

1

1

1

－

－

1

－

一

j

f

ノ

ト

ト

ス
で
開
講
し
ま
す
。
詳
細
は
決

ま
り
し
だ
い
広
報
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

▼
健
康
相
談

4
／
1
4
・
2
8
　
（
月
）

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
歌
体
操

●
要
予
約

4
／
2
3
（
火
）
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時

▼
4
カ
月
児
健
診

4
／
1
0
　
（
木
）

1
3
時
～
1
3
時
1
5
分
【
受
付
】

【
各
健
診
に
必
要
な
も
の
】

母
子
手
帳
と
通
知
書

▼
身
長
・
体
重
測
定
日

4
／
2
5
　
（
金
）

1
0
時
～
1
1
時
【
受
付
】

※
1
歳
7
・
8
ヵ
月
健
診
は
年
齢

調
整
の
た
め
あ
り
ま
せ
ん

●
健
康
料
理
講
座
、
男
子
厨
房
に

入
ろ
う
教
室
、
ヘ
ル
シ
ー
レ
ス

ト
ラ
ン
は
、
3
月
末
で
事
業
を

終
了
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
年
度
か
ら
は
、
　
「
基
礎
か
ら

始
め
る
男
性
の
た
め
の
健
康
講

座
」
　
を
1
0
月
か
ら
6
回
1
コ
ー

和
泉
保
健
所
だ
よ
り

℡

4

1

・

1

3

4

2

★
エ
イ
ズ
・
ク
ラ
ミ
ジ
ア

検
査
・
相
談

抗
体
検
査
　
4
／
9
・
2
3
（
水
）

受
付
9
時
3
0
分
～
1
1
時

※
電
話
相
談
可

★
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

4
／
9
　
（
水
）

受
付
1
3
時
～
1
4
時

（
要
電
話
予
約
）

★
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

随
時
　
（
要
電
話
予
約
）

▼
も
ぐ
も
ぐ
キ
ッ
チ
ン
●
要
予
約

4
／
1
0
　
（
木
）

1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0
分

離
乳
食
の
つ
く
り
か
た
　
（
調
理

実
習
）
　
と
お
話
、
試
食

▼
ち
く
ち
く
サ
ロ
ン
　
●
要
予
約

●

★
予
約
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
H
＼
＼
y
O
i
k
？
n
e
t
．
j
p

【
予
約
制
の
行
事
】
　
（
ネ
ッ
ト
予
約
）

▼
春
の
壁
面
作
り

4
／
1
7
　
（
木
）
　
1
0
時
～
日
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
4
／
1
0
（
木
）
※
】

▼
交
通
安
全
教
室

4
／
1
8
　
（
金
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
4
／
1
1
（
金
）
※
】

▼
こ
い
の
ぼ
り
製
作

①
4
／
2
2
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

1
～
2
歳
の
お
子
さ
ん

【
受
付
4
／
1
4
（
月
）
※
】

②
4
／
2
4
　
（
木
）
　
1
0
時
～
1
1
時

2
歳
以
上
の
お
子
さ
ん

【
受
付
4
／
1
6
（
水
）
※
】

▼
4
月
の
お
誕
生
会

4
／
1
5
　
（
火
）
　
1
0
時
～
1
1
時

4
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

【
受
付
4
／
8
（
火
）
※
】

※
1
0
時
～
1
5
時
に
ネ
ッ
ト
予
約
を

受
付
け
、
そ
の
後
抽
選
で
は
ず

れ
た
方
の
み
折
り
返
し
連
絡
。

●

【
予
約
不
要
の
行
事
】

▼
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

①
0
歳
以
上

4
／
7
　
（
月
）
　
身
体
測
定

2
3
　
（
水
）

②
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場
　
出
生
後
歩

行
が
完
了
し
て
い
な
い
お
子
さ
ん

4
／
2
1
（
月
）
　
1
0
時
～
1
1
時
3
0
分

▼
一
緒
に
遊
ぼ
う
　
（
雨
天
室
内
）

4
／
9
（
水
）
・
2
5
（
金
）
・
3
0
（
水
）

1
歳
以
上
　
1
0
時
～
日
時
3
0
分

天
候
や
諸
事
情
に
よ
り
行
事
の
中

止
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



★特定不妊治療垂助成金交付事業

★妊婦健診
★高齢者肺炎球菌ワクチン

接種重用の助成

《特定不妊治療費助成金交付事業》
■特定不妊治療（体外受精）に

かかる費用の一部を助成します。
・対　象　下記の①～③を満たすご夫婦。

①助成金の交付を申請する年度の4月1

日から申請日に至るまで、夫婦の両者

が本町に居住していること

②特定不妊治療を受けた夫婦であって、

特定不妊治療以外の治療法によっては

妊娠の見込みがないか又は極めて少な

いと医師に診断されていること

③今年度において、大阪府特定不妊治療

費助成事業実施要綱に基づく、大阪府

特定不妊治療費助成事業承認書の交付

を受けていること

助成金の額は、特定不妊治療1回に要し

た費用のうち府要綱による府助成金の額を

控除した額となり、予算の範囲内において

5万円が限度となります。助成の申し込み

は保健センターまで。

《妊婦健診》
■妊婦健診の受診券が4月1日から

下記のとおり増額されます。
・1回目の健診：8，000円、2～14回目の

健診：1回3，500円、HTLV－1抗体検査

：2，290円、クラミジア検査：2，100円、

超音波（エコー）検査5，300円×3回、

補助券2，000円×6枚、合計85，790円

・受診券は、母子手帳交付時にお渡しして

います。26年3月31日までに本町にて母

子手帳の交付を受け、まだ予定日を迎え

ていない方につきましては、保健センタ

ーから超音波検査1回分（5，300円）と

補助券（2，000円×6枚）の合計17，300

円の受診券を郵送します。

・転入などで忠岡町で母子手帳を交付され

ていない方は、追加交付分の受診券をお

渡ししますので、ご連絡ください。
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《高齢者の肺炎球菌ワクチン接種費用の助成》

高齢者の肺炎球菌ワクチンの予防接種にかかる費用の一部助

成を実施しています。肺炎球菌ワクチンは、高齢者に多くみら

れる肺炎坪菌による肺炎を予防します。助成を希望する方は、

町内医療機関にお申し込みください。

※高齢者肺炎球菌ワクチンは任意の予防接種です。（26年10

月からの定期接種化に向けて、現在国で準備が進められて

います）

〔対象となる方〕

①接種日当日、70歳以上の忠岡町に住民登録のある方

②接種日当日、65歳以上で忠岡町に住民登録がある、後期

高齢者医療保険被保険者の方（②に該当される方は町か

ら助成券を個別通知しています）

※ただし、過去5年以内に肺炎球菌ワクチンを接種した方は

除きます。

※牌臓摘出、公害被認定者の方は、健康保険が適用され、こ

の助成事業よりも、費用負担が安くなりますので、ご注意

ください。

〔助成回数〕お一人、1回限りです。

〔助成額〕3，500円

※全額助成ではありません。接種料金から　3，500円を差し引

いた額を医療機関にお支払いただきます。（例：接種料金

が7，500円の場合、7，500円　－　3，500円＝4，000円のお支

払い）

※接種料金は医療機関によって異なります。直接医療機関に

お問合せください。

〔接種場所〕町内医療機関に限ります。

（下記実施機関一覧をご参照ください）

※入院中、町外に滞在中、重篤な慢性疾患がある方など、や

むを得ない理由で、町外医療機関でしか接種ができない方

は、保健センターにお問合せください。

〔申込み〕医療機関に申込書兼予診票があります。接種を希望

される方は、直接医療機関にご予約いただき、窓口で申込

書・予診票をご記入ください。その際は、対象者であるこ

とを証明できるもの（免許証、保険証など）

予防接種実施医療機関一覧　　　　　　　　　（要事前予約）

医療機関名 傀ｨﾝﾙ&��電　話 ���② 

安藤外科整形外科医院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ3��ﾃ#��22－5515 ��ｲ�○ 

お　　く　　だ　　医　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ#��ﾃ#r�31－0728 ��ｲ�○ 

加　　　藤　　　医　　　院 �(�ｩ(c��ﾃ���ﾃ�"�20－2600 ����（⊃ 

聖　　祐　　病　　　院 �(�ｩfｳ��ﾃ8�途�20－6650 ����（⊃ 

中川こどもクリニック �(�ｩ8ﾃ(�ﾃ#(�ﾃ�X�ﾃ�2�22－1611 ��ｲ�○ 

広　部　ク　リ　ニ　ッ　ク �(�ｩ8ﾃ��ﾃC��ﾃ#R�32－1831 ����ﾒ�○ 

真　　　嶋　　　医　　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃ�X�ﾃ�r�32－2481 ��ｲ�○ 

村　　　田　　　内　　　科 俘(ﾈ馭ｳ(�ﾃ�h�ﾃ3B�46－3700 ��ｲ�（⊃ 

や　　　ぎ　　　医　　　院 �(�ｩ8ﾃ��ﾃx�ﾃ�b�23－8864 ��ｲ�○ 

八木レディースクリニック �(�ｩ8ﾃ��ﾃ#(�ﾃ3��20－0312 ����ﾒ�○ 

安　　　明　　　医　　　院 �(�ｩ>ﾃ��ﾃ�H�ﾃ2�33－5916 ����○ 

①麻しん／風しん　　②高齢者用肺炎球菌

●

●



蔓∃4月の行事カレンダー

日 佇��火 ��R�木 仞��土 

ひとの動き �1 �"�3 釘�5 

人口17′850人（－1人） 凵E保育所入園式 公立㊦㊨ 劍�Y(�ｩ(hｧxﾕｩ?ﾈｧr����c3����

男　8，649人（＋1人） �10：00′〉 劍�X��什�ｩ&ｸ���e��｢�

女　9．201人（－2人） 剋�ｧ　㊦9：30～ 劍��-h7�7ﾘ4�7H7b���u3���c�����

世帯　7，585（－1） ≪2014年2月末現在≫ 凵E消責相談（16P） 劍�X,ﾈ-�,ﾈ-�5H8ﾘ92�u3���c�����

一般ゴミ④ ペット（東側） �ｩLｨ587鑼r�缶・ビン（東側） �ｩLｨ587鑼2�7�6(6x���ﾉ�H�｢�一般ゴミ（診 

＄ 途�8 湯�10 ����12 
・おもちゃの病院 ��Y(�ｨ抦ｧxﾕｨ��8ﾂ�・公立幼・小・中 凵E4カ月健診 ��X��什�ｩ&ｸ���e��｢�

⑳9：架～11：卸 �(�ｨ抦ｧxﾕｩ?ﾈｧr�����c�����始業式 ・忠幼、棄幼入園 式10：00～ ・消炎相談（16P） ◆ちくちくサロン ⑳10：00～ 刧S13：15～ ◆もぐもぐキッチン ㊨10：30～ 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98���i�H�｢�一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

13 ��B�15 ��b�17 ����19 
・健康相談 ����ﾈﾊ��ｩ&ｸ���e��｢�・女性の電話相談 ��Y┼:ﾙ�ｩ&ｸ���e��｢�・消員相談（16P） 

⑳13二30～ ��X��什�ｩ&ｸ���e��｢�（16P） ����.ｸ､ｩ_｢�◆ペビマクラブ 

・狂犬病予防集合 注射（13P） ���*依陂I�h橙�xs��?�������Xｻhﾊ)V�uﾉf員xﾘr�(ﾘ����5��｢��3���c�����㊨10：00～ 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�7�6(6x��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ⑧ 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ ペット（西側） �ｩLｨ587鑼r�

20 �#��22 ・清畠相談（16P） ◆歌体操 ⑳13：30～ �#2����zY�ｩ&ｸ���e��｢�24 �#R��X��N��ｩ&ｸ���e��｢��Y�y+x�Y�ﾈ��ｩ.��?ｨu3���c�����26 

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼2�一般ゴミ（診 豫ｨ�X7(98��8ﾉ�H�｢�一般ゴミ④ �ｩLｨ587鑼r�

ぎ27 ・忠岡みなとマー ケット 忠岡漁港 9：00へ′15÷00 �#���Xﾉ(ﾔ��ｩ&ｲ�u3�8�c3����29昭和の日 �3��

缶・ビン（西側） �ｩLｨ587鑼R�一般ゴミ⑧ 

⑳役　場㊨讐ン夕空◎余響）こ

⑳文化会館㊥完青票㊨悪霊票

㊥窟岩窟㊨警雪雪空⑳児童館

◆＝予約が必要です。

＝塩

【コ▲ミ収集日の凡例】
一般ゴミ◎…馬激、北出、高月南、高

月北
一般コミ⑧・・・新浜、忠岡南・中・北・棄

ペ　ット（西側）・‥南海繚西側

ペ　ット（東側）…南海線東側

缶・ビン（西側）…南海線西側

缶・ビン（東側）…南海緑葉側

粗大ごみの処分

収集申込…粗大ごみ申込センター・受付時間　月～金　9時～17時

0800－123－5353品㌫慧＿慧禁篇）

直接持込み…忠岡町クリーンセンター●受付及び　月～金9時30分～16時

072－423－2663警告誓器。千年末豊芸諾完；三2時


